
実務経験のある教員等による授業科目一覧【看護学科】

授業科目 単位数

基礎看護学概論 1 寺﨑美保子 村山由起子

共通基本技術Ⅰ 1 小野　香 杉山恵子

共通基本技術Ⅱ 1 赤毛智美 小山京子

日常生活援助技術Ⅰ 1 原田奈津子 西村直子 赤毛智美

日常生活援助技術Ⅱ 1 小野　香 武森勢津子

フィジカルアセスメント 1 丸茂ひろみ

診療に伴う援助技術 1 原田奈津子 小山京子

臨床看護総論 1 寺﨑美保子 赤毛智美

小野　香 鈴木幸枝 赤毛智美

丸茂ひろみ 杉山恵子

看護研究 1 石井知亜子 西村直子

基礎看護学実習Ⅰ 1 小野　香

基礎看護学実習Ⅱ 2 小野　香

成人看護学概論 1 村山由起子

成人看護学方法論Ⅰ 1 鈴木幸枝

成人看護学方法論Ⅱ 1 村山由起子

成人看護学方法論Ⅲ 1 鈴木幸枝

成人看護学方法論Ⅳ 1 丸茂ひろみ

成人看護学演習 1 村山由起子 杉山恵子

老年看護学概論 1 武森勢津子

老年看護学方法論Ⅰ 1 伊藤元子

老年看護学方法論Ⅱ 1 伊藤元子

老年看護学演習 1 伊藤元子

小児看護学概論 1 吉田ゆかり 石井知亜子

小児看護学方法論Ⅱ 1 小山京子

小児看護学演習 1 石井知亜子 小山京子

母性看護学概論 1 山本佐知子

母性看護学方法論Ⅰ 1 山本佐知子

母性看護学方法論Ⅱ 1 山本佐知子

母性看護学演習 1 原田奈津子 武森勢津子

精神看護学概論 1 焼山和憲

精神看護学方法論Ⅰ 1 焼山和憲

精神看護学方法論Ⅱ 1 君波　学

精神看護学演習 1 君波　学

成人看護学実習Ⅰ 2 鈴木幸枝

成人看護学実習Ⅱ 2 鈴木幸枝

成人看護学実習Ⅲ 2 鈴木幸枝

老年看護学実習Ⅰ 2 伊藤元子

老年看護学実習Ⅱ 2 伊藤元子

小児看護学実習Ⅰ 2 小山京子

実務経験のある科目担当教員の氏名

看護過程 1



実務経験のある教員等による授業科目一覧【看護学科】

授業科目 単位数 実務経験のある科目担当教員の氏名

母性看護学実習 2 原田奈津子

精神看護学実習 2 君波　学

在宅看護概論 1 福山由美子

在宅看護方法論Ⅰ 1 福山由美子

在宅看護方法論Ⅱ 1 福山由美子

在宅看護演習 1 福山由美子 赤毛智美

看護管理 1 寺﨑美保子

医療安全 1 君波　学

臨床看護の実践 1 西村直子

災害看護と国際看護 1 君波　学 西村直子

在宅看護論実習 2 福山由美子

看護の統合実習 2 西村直子

合　　計 62



科目名 情報科学 担当教員 二原徹治

開講年次 1年次 授業形態 講義・演習 時間数 30時間 単位 1単位

情報社会の中で多種多様な情報から，看護・医療にとって必要なデータの選択，情報収集の方法，収集し

授業の概要 た情報の処理方法，処理結果の解釈・分析および活用方法を学び，倫理観に基づいた情報管理能力を習得

し，看護実践や研究に活用できる能力を養う．

到達目標
－情報社会の一員として情報社会の背景や仕組み・技術などの基礎的事項を理解する．

－看護従事者として必要な情報処理，文書作成およびプレゼンテーション能力の基礎を習得する．

回 授業内容
授業 自己学修課題 取組

担当者
方法 （予習・復習） 時間

1 授業ガイダンス 講義と PCの5大機能とはつ
2h コ原

コンピュータ概説，コンピュータの歴史， PCの機能他 演習

2 インターネット概説；インターネットの歴史・仕組み他 講義と 双方向性とは？
2h 二原

情報科学の基礎；アナログとデジタル，双方向性他 演習

3 情報化社会；マルチメディア，インターネットビジネス， 講義と 情報セキュリティと
2h ゴ原

情報セキュリティ，関連マナーと法律他 演習 は？

4 情報処理手法と結果の解釈 講義と SAマトリクスどはっ
2h ＝原

統計処理， SAマトリクス， CS/CEポートフォーリオ他 演習

5 看護・医療と情報システム 講義と EBMどはっ
2h ＝原

看護に必要な情報検索と EBM 演習

6 表・グラフ作成の基礎（MSExcelの利用） (1) 講義と 数式データとはつ
2h ＝原

使用可能データ・演算子，代入，参照 演習

7 表・グラフ作成の基礎（MSExcelの利用） (2) 講義と Excelに準備されて
2h 二原

関数の利用，ソーティング 演習 いる関数

8 表・グラフ作成の基礎（MSExcelの利用） (3) 講義と Excelによるグラフ
2h 二原

度数分布［Countif関数と棒グラフ］ 演習 作成

9 文書作成の基礎（MSWordの利用） 講義と IMEパッドの利用
2h 二原

日本語FEP，ページフォーマット，図表等挿入他 演習

10 プレゼン資料作成の基礎（MSPowerPointの利用） 講義と 効果的なアニメーシ
2h 二原

スライド作成，アニメーション設定 演習 ヨン設定

11 プレゼンテーション演習（1) 講義と 選定テーマの吟味
2h 三原

テーマ選定，情報検索 演習

12 プレゼンテーション演習（2) 講義と 検索データのデータ
2h コ原

情報検索，プレゼンテーションファイルの作成 演習 処理

13 プレゼンテーション演習（3) 講義と プレゼンテーション
2h ＝原

プレゼンテーションファイルの作成 演習 ファイルの補完

14 プレゼンテーション演習（4) 講義と プレゼン原稿の補完
2h ゴ原

プレゼンテーション準備 演習

15 プレゼンテーションコンテスト 講義と 自分以外のプレゼン
2h コ原

授業まとめ 演習 の良い所盗み

教科書 使用しない（プリント資料を利用）

参考書・参考文献 必要に応じて適宜紹介．

成績評価の方法 課題・小テスト 50%，プレゼンテーションコンテスト 20%，授業への熱意30%

学習へのアドパイス 現在もこれからも ICT（情報＆コミュニケーション技術）抜きの社会生活は考えられませ

ん．その背景や基礎的な仕組みを知っておいて，得することはあっても損することはあり

ません．過去の看護師国家試験でも関連問題が出題されています. PCに親しみながら，

有意義で楽しい時間を一緒に過ごしましょう．



科目名 統計学 担当教員 杉野元亮

開講年次 2年次 授業形態 ｜講義・演習 ｜ 時間数 I 30時間 単位 1単位

到達目標
統計学の方法・考え方を学び、公衆衛生・医療に関する情報から人の健康についての判断に

役立てる。将来、主体的に諸課題に取組むために必要な基本的知識・操作を習得する。

単元名 学習内容 時間 方法

I統計学の基礎 1 データと情報とは 2 データと分類 2 講義

3 看護データ 演習

E保健統計 1 疾病分類 2公的統計 4 

3 生命表・生存分析

Eデータのまとめ 1 単純集計 2 クロス集計 4 

方 3 度数分布表 4 グラフ表現

Nデータがもっ情 1 基礎統計量 2 平均と位置 4 

報 3 データのばらつき

Vデータ間の関係 1分割表 2相関分析 3回帰分析 4 

VI確率分布の基礎 1.正規分布 2. t分布 3. F分布 4 

百点推定と区間推 1 点推定 2 母平均の区間推定 4 
疋rよ令 3 母比率の検定

四仮説検定 4 

教科書
使用しない

プリント資料配布

副読本

評価方法 出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する

備考



科目名 論理的思考 担当教員 島田裕子

開講年次 1年次 授業形態 l講義。演習 ｜ 時間数 I 30時間

到達目標 ｜看護の現場で不可欠な論理的な思考と表現力を身につける。

単元名

I 論理学とは

II ．論理と実践

学習内容

1. 論理学とは何か。論理的思考方法を考える。

2. 論理的思考1 演鐸的推論（推測と推論）

3. 論理的思考2 演樟的推論（論証前提は正しいか）

1. 情報をE確に捉える。メモの取り方＠ノートの取り方

2. 情報の探し方（インタビューによる取材）

3 情報の探し方

単位 1単位

時間｜方法

6 ｜講義

演習

8 

Ill.論理的文章を I1. 論理的文章を読み解き要約をする。簡潔な説明の仕方。 I 8 

読み解く I 2. 論理的文章を読み解く。要約をする。見出しをつける。

IV圃 表現方法

教科書

参考図書

評価方法

備考

3. 事実と意見及び文章の構成

1. 文章を読み解き、根拠に支えられた意見を述べる。

2. レポートを書く手順。

3. レポートを書く。

入門！論理学中公新書

適宜プリントを配布

論理学トレーニング 101題産業図書

日本語表現のレッスン教育出版

出席状況、課題、筆記試験、レポート等で総合的に評価する

8 



科目名 心理学 担当教員 中山浩行

開講年次 1年次 授業形態 講義・演習 時間数 30時間 単位 1単位

到達目標
人間の心の発達・行動の仕組みを理解し、対人・社会的視野で自己理解・他者理解を深め、

かけがえのない人間の心理について感性高く受容できる能力とカウンセリングの理論と技法に

ついて学ぶ。

単元名 学習内容

I感覚・知覚の心 I1.感覚 2.知覚

理

H記憶の心理 1.記憶のしくみ 2. 日常記憶 3.高齢者の記憶

直感情 動機の心 Ii 感情・情緒 2 動機・欲求
理

町性格・知能の心 I1. 性格に関する概念と用語

理 I 2.性格研究の方法と性格理論

3. パーソナリテイの障害と成熟

4. 知的機能と創造性

V発達の心理 I i 乳幼児期・児童期 2 青年期

3.成人期 4.老年期

VI社会・集団の心 I1.対人認知 2.社会的態度
理 I 3.社会的スキノレ 4.集団の心理

四健康の心理と人 Ii 患者の理解 2 看護職者の理解

間理解

四心理アセスメン

トと面接

IXカウンセリング

と心理療法

1. 心理アセスメント 2.面接の技法

1. カウンセリングと心理療法 2.援助のフ。ロセス

3.精神分析的心理療法 4. クライエント中心療法

5 行動療法 6.交流分析 7. グノレープ・アプローチ

8圃家族療法

X行動する人間の Ii 行動の科学 2 行動科学の医療場面での実践

理解

教科書

副読本

評価方法

備考

看護学生のための心理学 医学書院

出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する

時間［方法

3 0 1講義

演習



科目名 倫理学 担当教員 荒木正見

開講年次 1年次 授業形態 講義 時間数 15時間 単位 1単位

到達目標
人が生きることのなかで、の価値観について考えるとともに、すべての行動の根本に倫理的判

断が基礎にあることを理解し、看護職において適切な判断ができるための基本となる知識を学

ぶ。

単元名 I 学習内容 ｜時間｜方法

I医療における倫 i医療における倫理の意味を考える。全体的存在と個の因果的関 1 2 ｜講義
理 ｜係。危機管理における多様性の意義などの根本的問題を考え

る。

E人格発達論 人格発達論をもとに、人権の意味、差別と偏見などの非倫理的｜ 2 

行為の原因を考える。

皿生命倫理的諸問｜安楽死と尊厳死、遺伝子治療などの生命倫理的諸問題について｜ 2 

題 ｜倫理的立場から考える。

町医学的倫理の基｜医学的倫理の基本理解と看護師の倫理観、正義感などの歴史的｜ 2 

本理解 ！意義を理解する。 （ヒホ。行刊の誓い、ナイチンゲサ、医の倫理、 γュネ
］ブキ宣言・ヘルシンキ宣言など）

V倫理的諸問題 ｜倫理的問題事例を用いてlj'J¥!-70で討議、発表しまとめる。（臓器 I 4 

移植、生前遺伝子検査による堕胎、ナチスカコ室、ハ；セン氏病、高齢

者、障害者の生活と支援など）

VI社会病理の諸問｜社会病理としての児童および高齢者虐待、自殺者の意味、など｜ 2 

題 ｜について理解し、自分の意見をまとめる。

VIIまとめ 今後の｜全体をまとめ今後の課題を考える。 I 2 

課題

喜
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毒
一
参
一
評
一

系統看護学講座別巻看護倫理医学書院

丸山マサ美編著医療倫理第2版中央法規

終了試験 60% 授業中のレポート・質問等受講姿勢 40%



科目名 生活論 担当教員
長和洋、静間佳代子、

杉野元亮

開講年次 1年次 授業形態
講義・

時間数 30時間 単位 1単位
GW・演習

到達目標
生活の中の衣・食・住の基礎知識を知り、人聞にとっての生活の在り方が健康に影響するこ

とを学び、その人に応じた生活を整える意義を考える。また、生活を維持するために必要な家

庭経済 e消費問題を考え、これから学ぶ日常生活援助技術につながるようにする。

単元名 学習内容 時間 方法

I人間と衣生活 1.衣服の変遷と文化 6 講義

（長） 諸外国と日本の衣服 GW  

気候と価値観と衣服 演習

2. ライフサイクルと衣服

成長・発達と衣服

構造。形態、機能、安全性、デザイン性、

衣服の汚れと洗濯方法

3，人聞にとっての衣生活

E人聞と食生活 1.食生活の変遷 8 

（静間） 日本、諸外国

2. ライフサイクノレと食生活

食生活評価

3 人聞にとっての食生活

皿人間と住生活 1.住生活の変遷 8 

（長） 2.住宅の基本的知識

( 1 ) 快適性と構造・材料

( 2) 色彩、照明、インテリア

3.住生活の改善の基本的考え方と方法

4. 人間にとっての住生活

町家庭生活と家庭 1. 近年の家族と家庭生活の変化 8 

経済 2. 家庭経済の構造

（杉野） 3. 消費者問題

教科書 プリント配布

副読本

評価方法 終講時客観式試験 100%

備考



手ヰ目名 人間関係論 担当教員 荒木正見

開講年次 1年次 授業形態 講義 時間数 30時間 単位 1単位

到達目標
コミュニケーションや人間の在り方、人格発達論などを学び、自らの心の動きを理解し、他

者理解のための知識を得て、自己抑制できる能力、他者どの関わり方について理解する。

単元名 学習内容 時間 方法

I人間の存在と人 1. 人間関係のとらえ方の次元 3 0 講義

間関係 2.人間関係の基本的意義

3.看護ケアや社会福祉援助における人間関係のとらえ方

E人格発達論

国社会的相互作用 1. 社会的相互作用

と社会的役割 2.社会的役割

3.援助的役割を実現するためのガイドライン

町コミュニケーシ I1 コミュニケーションとは

ョン 2 コミュニケーションの障害

3. IT機器の普及に伴う効用と問題点

叶関係の研究 I1 人間関係に関する研究

と応用 2.看護ケア福祉に関する研究

刊人間関係の向上 I1 体験学習による学習効果

へのスキノレ 2.体験学習での基本姿勢

3.体験学習の源流

4.構成的な体験学習

5.看護教育での体験学習の課題

書
一
本
一
法
一

1
T

一
士
市
一
方
一
考

耕
一
蹴
一
畑
一
備

系統看護学講座基礎分野人間関係論医学書院

終講時客観式試験 60% 授業中の課題・質問等受講姿勢 40%



科目名 家族社会学 担当教員 中里彰

開講年次 l年次 授業形態 講義 時間数 30時間 単位 l単位

到達目標 基礎集団である家族の機能や構造、また現代における家族の現状について理解する。家族の

構造・機能について考え、チーム医療の一翼を担う家族の在り方について考える。

単元名 学習内容 時間 方法

I家族とは 1 家族とは 2 講義

E夫と妻のパート 2.結婚・配偶者選択過程 4 

ナーシップ 3.結婚の意味と総合的機能

（夫婦関係論）

E親と子と孫の粋 4.親子関係の意味と機能 4 

（親子関係論）

町家族と社会 5.家族の内部構造 6 

6.家族の社会的構造

7.家族の機能と社会的支援

V患者家族と在宅 8. 患者家族の在り方 4 

ケア 9.患者家族の支援

VI家族支援のアプ 10.家族支援と子どもの問題 8 

ローチ 11.家族支援と老人の問題

12.家族支援と社会の問題

13.家族支援と QOL

14. まとめ 2 

教科書 系統看護学講座別巻家族看護学医学書院

副読本

評価方法 終講時客観式試験 60% 授業中の課題・質問等受講姿勢 40% 

備考



科目名

開講年次

到達目標

単元名

人間発達論 担当教員 中山浩行

1年次 授業形態 講義・ 時間数 15時間 単位 1単位

GW・演習

人間のライフサイクルを理解し、各期の成長、発達の特徴、課題、問題発生の対処方法につ

いて理解する。

件4ヨ自ヨけ門司廿n'-o- 時間 方法

I 障害人開発達 1 生涯人開発達論とは 4 講義

論とは 2. 発達の定義 GW  

3. 人開発達に関する諾理論 演習

4. 「生涯人開発達論Jの新しい課題

II 乳児期 乳児期の心と身体 2 

皿幼児前期 幼児前期の心と身体 2 

N 幼児後期 幼児後期の心と身体

v 学童期 学童期の心と身体 2 

VI 思春期 思春期の心と身体

VII 青年期 青年期の心と身体 2 

四成人期 成人期の心と身体 2 

区老年期 老年期の心と身体 2 

＊各発達の段階で発達課題・発達危機についてエリクソンの発

達理論を概説する。

教科書 生涯人開発達論人間への深い理解と愛情を育むために 医学書院

副読本

評価方法 出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する

備考



科目名 生涯健康スポーツ論 担当教員 寺本敦司

開講年次 2年次 授業形態 講義・実技 時間数 30時間 単位 1単位

到達目標
生涯健康スポーツの基本、スポーツの社会的な意義を学び、健康づくりのためのスポーツの

あり方や、身体に負担がかからず効率のよいトレーニング方法を学ぶ。

単元名 学習内容 時間 方法

I生涯スポーツ概 スポーツと社会環境 1 2 講義

ーロム冊 とれからのスポーツのあり方

講義

E社会保障制度 健康の定義 4 

社会保障制度

健康づくりの歩み

講義

Eスポーツ・コー コーチングとは 6 

チング学

町子どもの身体と 子どもの身体的特徴 4 講義

トレーニング 子どもの体力の現状と課題 実技

V高齢者の身体と 高齢者の身体的特徴 4 講義

トレーニング 脳の老化と防止 実技

各トレーニングと筋肉の関係

教科書 生涯スポーツトレーナー教本

副読本 必要に応じてプリント配付

評価方法 出席点・・・ 20% 定期試験・・・ 70% レポート・・・ 10%

備考



科目名 外国語I 担当教員 度田恵美

開講年次 1年 授業形態 講義 時間数 30 単位 I 

授業の概要 この授業では、英語による対応や情報の提供等に必要と考えられる専門用語や言い回しを、リスニングや

英文作成などさまざまな課題を用いて、学習していきます。また知っておきたい文法項目や日常会話での

言い回しなども紹介していきます。各unitをl回～1.5回の授業ベースで進めていく予定ですが、受講者

の興味・関心および学力等に応じて、適宜内容を変更する可能性があります。

到達目標 1. 患者・家族などとの英語によるコミュニケーション力の基礎を固める。

2. 医学の専門用語の英語を確実に覚える。

3. 日常的なやり取りで用いられる言い回しを覚える。

回 授業内容
授業 自己学修課題 取組

担当者
方法 （予習・復習） 時間

1 授業の概要説明およびUnit1 Asking Basic Questions 講義 次回学習予定箇 60分

英語による基本的な質問の仕方 所の予習 以上

2 Unit 2 A Patient's First Visit 講義 次回学習予定箇 60分

問診表の記入方法の説明の仕方 所の予習 以上

3 Unit 3 Where’S Internal Medicine? 講義 授業内容の復習 90分

各診療科の名称及び道案内の基本表現 及び次回学習予定 以上

箇所の予習

4 Unit 4 Admission to the Hospital 講義 授業内容の復習 90分

病院及び病室内の設備や備品を表す英語の学習 及び次回学習予定 以上

箇所の予習

5 Unit 4の続き、 Unit5 Giving Information 講義 授業内容の復習 90分

病院及び病室に関する情報の提供や規則の説明の仕 及び次回学習予定 以上

方 箇所の予習

6 Unit 5の続き 講義 授業内容の復習 90分

名詞の数え方に関する学習 及び次回学習予定 以上

箇所の予習



7 Unit 6 Symptoms 講義 授業内容の復習及 90分

さまざまな症状の表し方 び次回学習予定箇 以上

所の予習

8 Unit 6の続き、 Unit7 Injuries and Emergencies 講義 授業内容の復習及 90分

身体各部の英語名称 び次回学習予定箇 以上

所の予習

9 Unit 7の続き 講義 授業内容の復習及 90分

怪我や捻挫などに関する表現 び次回学習予定箇 以上

所

1 0 Unit 8 How Are You Feeling? 講義 授業内容の復習及 90分

体調や容態などについて尋ねる び次回学習予定箇 以上

所の予習

1 1 Unit 8の続き、 Unit9 A Patient’s Medical History 講義 授業内容の復習及 90分

病歴やアレルギ一等に関して尋ねる び次回学習予定箇 以上

所の予習

1 2 Unit 9の続き 講義 授業内容の復習及 90分

動詞の時制の考え方 び次回学習予定箇 以上

所の予習

1 3 Unit 10 Medicine 講義 授業内容の復習及 90分

薬の使用法に関する説明の仕方 び次回学習予定箇 以上

所の予習

1 4 Unit 10の続き、 Unit11 I’m Going to Give You an IV 講義 授業内容の復習及 90分

今から行う治療や処置に関する説明の仕方 び次回学習予定箇 以上

所の予習

1 5 Unit 11の続き 講義 授業内容の復習 60分

今学期の授業総括 以上



教科書 「Speakingof Nursing」（南雲堂）

参考書・参考文献

成績評価の方法 筆記試験（80%）、授業への取り組み（小テスト等含む） (20%) 

学習へのアドバイス 必ず授業内容の予習・復習を行うこと。また授業時に辞書（紙または電子）を持ってくる

こと。スマートフォンの辞書アプリの使用は認められません。



科目名

開講年次

到達目標

単元名

I発音

E自己紹介

E診察・治療

VI日常会話

外国語II 担当教員 李呉小倍

2年次 授業形態 講義・演習 ｜ 時間数 30時間 単位 1単位

現代中国語の発音の理解や、平易な現代中国語文の読解や会話ができるようになる。また、

異文化に関心を持つことができる。

学習内容 時間 方法

1 発音入門 6 講義

1）発音の表記 2）声調 演習

3）短母音 4）子音 5）複母音

1. 自己紹介 2 

1固病院案内 1 0 

2。問診確認

3.既往病歴

4.診断治療

5. 骨折療養

6. 閤診処方

7. 問題解決

8. 予約通院

9. 外科急診

10.入院生活

11. 退院

1. 日常会話 6 

1）趣味 －会話

V異文化について 1. 他の国の文化、習慣 6 

グルーフ。で、調べ発表

教科書 中国語を学ぼう

副読本

評価方法 出席率・・ 30% 課題提出・ ・10% 筆記試験60%

備考



科目名 保健体育 担当教員 松岡紗也香

開講年次 1年次 授業形態 講義ー実技 時間数 15時間 単位 1単位

到達目標
スポーツを通じて、各運動領域における知識・技能を学び、運動の楽しさや喜びを仲間とと

もに感じ、スポーツが身体面だけでなく、精神面白社会面に及ぼす影響を考えることができる。

また、自己の健康意識を高めることができる。

単元名 学習内容 時間 方法

スポーツと健蔵 健康とスポーツ 8 講義

トレーニングの基礎

成人期のスポーツ活動

女性のスポーツとダイエット

スポーツ実技 ストレッチ 8 実技

身体づくり運動

球技スポーツ

ラケットスポーツ

ニュースポーツ

教科書 必要に応じてプリント配布

副読本 必要に応じてプリント配布

評価方法 出席率..30% 日常点..50% 筆記試験20%

備考 実技はシューズ・服装の準備



科目名 解剖生理学I 担当教員 中村拓磨

開講年次 1年次 授業形態 講義 時間数 I 3o時間 単位 1単位

到達目標
人聞を生物学的存在としてとらえ、人体の構成について理解し、形態と機能を系統的にあわ

せて学び、看護実践のための基礎知識にする。

単元名

I解剖生理学を学

ぶための基礎知識

（第 1章）

学習内容 時間

8 

方法

講義1人体はどのようなものか

2人体の素材としての細胞・組織

3構造と機能からみた人体

E栄養の消化と吸 I1口＠咽頭・食道の構造と機能 I 1 o 
収（第2章） I 1）口の構造と機能 2）咽頭と食道の構造と機能

2腹部消化管の構造と機能

1）胃の構造 2）胃の機能 3）小腸の構造

4）栄養素の消化と吸収

3梓臓・肝臓ー胆嚢の構造と機能

1）醇臓 2）肝臓と胆嚢の構造 3）肝臓の機能

4腹膜

1）腹膜と腸間膜 2）腹膜と内臓の位置関係

3）胃の周辺の間膜

皿呼吸と血液の働 I1呼吸器の構造

き（第 3章） I 1）呼吸器の構成 2）上気道 3）下気道と肺

4）胸膜

2呼吸

1）内呼吸と外呼吸 2）呼吸器と呼吸運動

3）呼吸器量 4）ガス交換とガスの運搬

5）肺の循環と血流 6）呼吸運動の調節

7）呼吸器系の病態生理

3血液

1）血液の組織と機能 2）赤血球 3）白血球

4）血小板 5）血襲タンパク質と赤血球沈降速度

6）血液の凝固と繊維素溶解 7）血液型

1 2 

国
国
一
林
一
一
四
一
考

耕
一
蹴
一
冊
一
備

系統看護学講座専門基礎分野人体の構造と機能①解剖生理学医学書院

出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する



科目名 解剖生理学II 担当教員 瀬田祐司

開講年次 1年次 授業形態 講義 時間数 I 30時間 単位 1単位

到達目標
人聞を生物学的存在としてとらえ、人体の構成について理解し、形態と機能を系統的にあわ

せて学び、看護実践のための基礎知識にする。

単元名

I身体の支持と運

動（第7章）

JI 情報の受容と処

理（第8章）

教科書

副読本

評価方法

備考

学習内容

1骨格とはどのようなものか

2骨の連結 1）関節 2）不動性の連結

3骨格筋

1）骨格筋の構造 2）骨格筋の作用 3）骨格筋の神経支配

4体幹の骨格と筋

1）脊柱 2）胸郭 3）背部の筋 4）胸部の筋 5）腹部の筋

5上肢の骨格と筋

1）上肢帯の骨格 2）自由上肢の骨格 3）上肢帯の筋群

4）上腕の筋群 5）手の筋群 6）手の筋群 7）上肢の運動

6下肢の骨格と筋

1）下肢帯と骨盤 2）自由下肢の骨格 3）下肢帯の筋群

4）大腿の筋群 5）下肢の筋 6）足の筋 7）下肢の運動

7頭頚部の骨格と筋 1）神経頭蓋（脳頭蓋）

2）内臓頭蓋（顔面頭蓋） 3）頭部の筋 4）頚部の筋

8筋の収縮 1）骨格筋の収縮機構

2）骨格筋収縮の種類と特性 3）不随意筋の収縮の特徴

1神経系の構造と機能

2脊髄と脳

1）脊髄の構造と機能 2）脳の構造と機能

3脊髄神経と脳神経

1）脊髄神経の構造と機能 2）脳神経の構造と機能

4脳の高次機能

1）脳波と睡眠 2）記憶 3）本能行動と情動行動

4）内臓調節機能 5）中枢神経系障害

5運動機能と下行伝導路

6感覚機能と上行伝導路

7眼の構造の視覚

1）眼球の構造 2）眼球の付属品 3）視覚

8耳の構造と聴覚・平衡覚

1）耳の構造 2）聴覚 3）平衡感覚

9味覚と嘆覚

10疹痛 1）痛みの分類 2）疹痛の発生機序

時間｜方法

1 4 ｜講義

1 6 

系統看護学講座専門基礎分野人体の構造と機能①解剖生理学医学書院

出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する



科目名 解剖生理学旧 担当教員 中村拓磨

開講年次 1年次 授業形態 講義 時間数 30時間 単位 1単位

到達目標
人聞を生物学的存在としてとらえ、人体の構成について理解し、形態と機能を系統的にあわ

せて学び、看護実践のための基礎知識にする。

単元名

I血液の循環とそ

の調整

（第4章）

学習内容

1循環器系の構成

2心臓の構造

1）心臓の位置と外形 2）心臓の4つの部屋と 4つの弁

3）心臓壁 4）心臓の血管と神経

3心臓の拍出機能

1）心臓の興奮とその伝播 2）心電図 3）心臓の収縮

4末梢循環系の構造

1）血管の構造 2）肺循環の血管 3）体循環の動脈

4）体循環の動脈

5血液の循環の調節

1）血圧（動脈圧） 2）血液の循環

3）血圧・血流量の調節 4）微小循環

5）循環器系の病態生理

6リンパとリンパ管

1）リンパ管の構造 2）リンパの循環

時間

1 2 

一店一結

E体i夜の調整と尿 I1腎臓 I 6 

の生成 I 1）腎臓の構造と機能 2）糸球体の構造と機能
（第5章） I 3）尿細管の構造と機能 4）傍糸球体装置

5）クリアランスと糸球体櫨過量

6）腎臓から分泌される生理活性物質

2排尿路

3体液の調整

E内臓機能の調節 I1自律神経による調節

（第6章） I 1）自律神経の機能 2）自律神経の構造

3）自律神経の神経伝達物質と受容体

2内分泌による調節

1）内分泌とホノレモン 2）ホノレモンの化学構造と作用機序

3全身の内分泌細胞

1）視床下部 下垂体系 2）甲状腺と副甲状膜 3）醇臓

4）副腎 5）性腺 6）その他の内分泌腺

4ホノレモン分泌の調節

5ホノレモンによる調節の実際

系統看護学講座専門基礎分野人体の構造と機能a:解剖生理学医学書院教科書

1 2 

副読本

評価方法

備考

出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する



科目名 解剖生理学W 担当教員 瀬田祐可

開講年次 1年次 授業形態 講義・演習 時間数 30時間 単位 1単位

到達目標
人聞を生物学的存在としてとらえ、人体の構成について理解し、形態と機能を系統的にあわ

せて学び、看護実践のための基礎知識にする。

単元名 ｜ 学習内容

I外部環境からの I1皮膚の構造と機能

防御（第9章） I 1）皮膚の組織構造 2）皮膚の付属器

3）皮膚の血管と神経 4）皮膚の機能

2生体の防御機能

1）非特異的防御機構 2）特異的防御機構免疫

3）生体防御の関連臓器

3体温とその調整

1）熱の出納 2）体温の分布と測定 3）体温調節

4）発熱 5）高体温と低体温

時間｜方法

1 2 ｜講義

演習

E生殖省発生のし I1男性生殖器 I 1 o 
くみ（第 10章） I 1）精巣（皐丸） 2）精路（生殖路）と付属生殖腺

3）男性の外陰部 4）男性の生殖機能

2女性生殖器

1）卵巣 2）卵管・子宮・臆 3）女性の外陰部と会陰

4）乳腺 5）女性の生殖機能

3受精と胎児の発生

1）生殖細胞と受精 2）初期発生と着床

3）胎児と胎盤

4成長と老化

1）小児期の成長 2）老化

ill｝本表からみた人 I1）体表から触知できる胸腹部内臓 2）体表から触知できる 14

体の構造 ｜ 骨格部分 3）体表から触知できる大きな筋 4）体表から

（第 11章） ｜ 触知できる動脈 5）体表から到達できる静脈

N解剖見学 ＊施設での解剖見学 4 

晴
一
林
一
一
応
一
考

耕
一
献
一
冊
一
備

系統看護学講座専門基礎分野人体の構造と機能①解剖生理学医学書院

出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する



科目名 生化学 担当教員 古株彰一郎・松原琢磨

開講年次 1年次 授業形態 講義 時間数 30時間 単位 1単位

到達目標 人体の構成成分である化学物質の正常、その分布および代謝について学ぶ

単元名 学習内容 時間 方法

I生体を構成する 1生化学を学ぶための基礎知識 3 0 講義

物質 2糖質

3脂質

4タンパク質

5核酸

6水と無機質

7血液と尿

8ホノレモンと生理活性物質

E生体内の物質代 l{i;諒fのあらまし

話？ 2酵素

3ビタミンと補酵素

4糖質代謝

5脂質代謝

6タンパク質代謝

7核酸代謝

8ポノレフィリン代謝

9代謝の異常

E遺伝情報とその 1遺伝情報

発見 2先天代謝異常

教科書 系統看護学講座専門基礎分野人体の構造と機能②生化学医学書院

副読本

評価方法 出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する

備考



科目名 微生物学 担当教員 有吉渉

開講年次 l年次 授業形態 講義 時間数 30時間 単位 1単位

到達目標 人聞の疾病をひき起こす微生物の特徴と生体におよぼす影響を理解し、その対応について学ぶ

単元名 ｜ 学習内容

I微生物学の基礎 Ii微生物と微生物学

1）微生物学の性質 2）微生物学と人間

3）微生物学の対象と目的 4）微生物学の歩み

2細菌の性質

1）細菌の形態と特徴 2）培養環境と栄養

3）細菌の遺伝 4）細菌の分類 5）常在細菌叢

3真菌の性質

1）真菌の形態と特徴 2）真菌の増殖

3）真菌の分類と命名法 4）栄養と培養

4原虫の性質

5ウイルスの性質

時間｜方法

6 ｜講義

E感染とその防御 Ii感染と感染症

2感染に対する生体防御機構

3感染症の予防

4感染症の検査と診断

5感染症の治療

6感染症の現状と対策

1 0 

E主な病原微生物 Ii病原細菌と細菌感染症 I 1 4 

1）グラム陽性球菌 2）グラム陰性球菌

3）グラム陰性好気性梓菌 4）グラム陰性通生菌

5）カンピロパクター属 6）グラム陽性梓菌

7）抗酸菌と放線菌 8）嫌気性菌 9）スピロへータ

10）マイコプラズ、マ 11）リケッチア目 12）クラミジア

2病原真菌と真菌感染症

1）深在性真菌症をおこす真菌 2）深部皮｝書真菌症を

おこす真菌 3）表在性真菌症をおこす真菌

3病原原虫と原虫感染症

4主なウイルスとウイノレス感染症

1) DNAウイノレス 2) RNAウイノレス

書
一
本
一
法
一

科
一
読
一
防
一
持

教
一
副
一
前
一
面

系統看護学講座 専門基礎分野疾病の成り立ちと回復の促進④微生物学

医学書院

出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する



科目名 松尾拡病理学 担当教員

開講年次 l年次 授業形態 講義 時間数 I 30時間 単位 1単位

到達目標
人体組織における病的状態の原因・発生機序・経過について学び、疾病における形態と機能

の変化について理解する。

単元名

I病理学総論

E病理学各論

学習内容 法
王
耽

方
一
講

間一

4

時一

11病理学で学ぶこと

1）看護と病理学 2）病気の原因 3）疾病の分類

2先天異常と遺伝子異常

1）先天異常とは 2）遺伝子異常 3）遺伝性疾患

4）染色体異常による疾患 5）胎児の障害等

3代謝障害

1）細胞の損傷と適応 2）物質沈着 3）脂質代謝障害と

疾患 4）タンパク質代謝障害と疾患 5）糖代謝障害と疾

患 6）その他の代謝障害と疾患

4循環障害

1）局所性の循環障害 2）全身性の循環障害

3）リンパの循環障害

5炎症と免疫、腰原病

1）炎症 2）炎症の各型 3）免疫 4）アレルギーと自

己免疫疾患、腰原病 5）移植と免疫

6感染症

1）病原体と感染症 2）宿主の防御機構 3）おもな病原

体と感染症 4）感染症の治療 5）感染症の予防

7腫療

1）腫療の定義と分類 2）腫壌の発生病理 3）悪性腫壌

の転移と進行度 4）腫擦の診断と治療 5）腫壌の統計

8老化と死

1循環器系の疾患

2血液・造血器系の疾患、

3呼吸器系の疾患

4消化器系の疾患

5腎・泌尿器・生殖器系および乳腺の疾患

6内分泌系の疾患

7脳・神経・筋肉系の疾患

8骨・関節系の疾患

9耳・眼・皮膚の疾患

1 6 

書
一
本
一
法
一

ヰ
一
士
応
一
方
一
考

朝
一
時
一
畑
一
備

系統看護学講座専門基礎分野疾病の成り立ちと回復の促進①病理学医

学書院

出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する



科目名 疾病と治療I 担当教員 宇田津明彦

開講年次 1年次 授業形態 講義 時間数 30時間 単位 1単位

到達目標 消化器系、代謝・内分泌系の病態（原因・発生機序・経過）及び、治療について理解する。

単元名 ｜ 学習内容

I消化器疾患とそ I1消化器の構造と機能

の治療 I 2症状 B 徴候とその病態生理

3検査と治療。処置

4疾患の理解 I 2 

1）食道の疾患

①食道がん ②食道アカラシア ③胃食道逆流症

2）胃・十二指腸疾患 I 2 

①機能性胃腸炎②胃炎③胃＠十二指腸潰虜④胃がん

3）腸および腹膜疾患 I 2 

①過敏性腸症候群 ②腸炎 ③腹膜炎 ④虫垂炎

⑤ヘノレニア ⑥イレウス ⑦腸内寄生虫疾患

⑧消化管憩室⑨腸管ポリープ⑮結腸がん・直腸がん

5）肝臓・胆嚢の疾患 I 2 

①肝炎 ②肝硬変賞 ③門脈圧充進症 ④肝不全

⑤肝臓がん ⑥胆石症 ⑦急性胆のう炎および胆管炎

③胆管がん ⑨胆嚢がん

5）醇臓の疾患 ①梓炎 ②醇がん I 2 
6）急＋引直症 I 2 

7）腹部外傷 I 2 

E内分泌・代謝と I1内分泌・代謝器官の構造と機能
その治療 I 2検査と治療・処置

3疾患の理解

1）内分泌疾患

①視床下部一下垂体前葉系疾患 ②視床下部一下垂体後

葉系疾患 ③甲状腺疾患 ④副甲状腺疾患

⑤副腎疾患 ⑥性腺疾患 ⑦消化管ホルモン疾患

③多発性内分泌腫虜賞 ⑨内分泌疾患の救急治療

2）代謝疾患 14 

①糖尿病 ②脂質異常症 ③肥満症とメタポリック

シンドローム ④尿酸代謝異常

時間｜方法

2 ｜講義

2 

2 

2 

4 

系統看護学講座専門分野E 成人看護学⑤消化器医学書院

系統看護学講座専門分野E 成人看護学⑥代謝・内分泌 医学書院
曙
一
林
一
一
応
一
考

耕
一
時
一
師
一
備

出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する



手ヰ目名 疾病と治療II 担当教員 宇田津明彦

開講年次 1年次 授業形態 講義 時間数 30時間 単位 1単位

到達目標 呼吸器系、循環器系の病態（原因・発生機序・経過）及び治療・検査について理解する。

単元名

I呼吸器疾患とそ

の治療

学習内容

1呼吸器の構造と機能

2症状とその病態生理

3検査と治療・処置

4疾患の理解

1）感染症 ①かぜと急性気管支炎

②インフノレエンザ ③肺炎 ④結核

2）間質性肺疾患 ①原因不明の間質性肺炎 ②サルコイド

ーシス ③好酸球性肺疾患 ④過敏性肺炎

⑤塵肺 ⑥腰原病に伴う肺病変 ⑦薬剤性肺炎

3）気道疾患

①気管支晴息②気管支拡張症③慢性閉塞性肺疾患

4）肺血栓塞栓症

5）呼吸不全 ①呼吸不全の病態生理

②急性呼吸促迫症候群 ③肺性心

6）呼吸調節に関する疾患

7）肺腫蕩 ①良性腫蕩②悪性腫虜

8）肺・肺血管の形成異常

9）胸膜・縦隔・横隔膜の疾患

10）肺移植 11）胸部外傷

守
寸

J

一

回
作
一

O

時一

2

2

2

1

方法

講義

E循環器疾患とそ Ii循環器の構造と機能 I 2 
の治療 I 2症状とその病態生理 I 2 

3検査と治療・処置 I 2 

4疾患の理解 I 8 

1 ）虚血性心疾患 ①労作性狭心症 ②急性冠症候群

③冠状動脈硬化の危険因子

2）心不全①病態とその分類 ②診断③治療

3）血圧異常 ①正常洞調律 ②除脈性不整脈

③頻脈性不整脈 ④不整脈の治療

4）不整脈 5）弁膜症 6）心膜炎 7）心筋疾患

8）肺性心 9）先天性心疾患 10）動脈系疾患

11）静脈系疾患 12）リンパ系疾患

教科書

副読本

評価方法

備考

系統看護学講座専門分野E 成人看護学②呼吸器医学書院

系統看護学講座専門分野E 成人看護学③循環器医学書院

新・病態生理できった内科学2 呼吸器疾患（第3版） 医学教育出版社

出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する



科目名 疾病と治療III 担当教員 宇田津明彦・山田異人

開講年次 l年次 授業形態 講義 時間数 30時間 単位 1単位

到達目標
1. 腎、泌尿器、生殖器系の疾病の病態（原因ー発生機序・経過）及び治療・検査について理

解する。

2.感覚器系の疾病の病態（原因・発生機序ー経過）及び治療・検査について理解する。

単元名 ｜ 学習内容

I腎・泌尿器疾患 I1腎・泌尿器系の構造と機能
とその治療の理解 I2症状とその病態生理 3検査と治療・処置

（宇田津） ¥4疾患の理解
腎不全と慢性腎臓病、原発性糸球体腎炎、全身性疾患による

腎障害、腎血管性病変、尿細管機能異常、尿路＠性器の感染

症、尿路の通過障害と機能障害、尿路損傷および異物、尿路

結石症、尿路・性器の腫療、男性不妊症、その他

時間 i方法
2 i講義
2 

8 

E女性生殖器（乳 I1女性生殖器（乳房）の構造と機能 I 6 

房）疾患とその治 I2乳房の疾患の理解

療の理解（山田） I 1）乳がん 2）乳腺良性腫虜 3）炎症 など

E眼疾患とその治

療の理解

（宇田津）

N耳鼻咽喉疾患と

その治療の理解

（宇田津）

V皮膚疾患とその

治療の理解

（宇田津）

教科書

1眼の構造と機能 2症状とその病態生理

3検査と治療

4疾患の理解

1）機能障害 2）部位別の疾患 3）外傷

4）全身疾患との関連

1耳鼻咽喉・頭部の構造と機能

2症状とその病態生理 3検査と治療

4疾患の理解

1）耳疾患 2）鼻疾患 3）口腔・咽喉頭疾患

4）気道・食道・頭部疾患と音声・言語障害

1皮膚の構造と機能

2症状とその病態生理 14 

3検査と治療・処置

4疾患の理解

1）表在性皮膚疾患 2）真皮・皮下脂肪織および皮膚付属

器の疾患 3）脈管系の異常による皮膚疾患 4）物理・化学

的皮膚障害 5）腫虜および色素異常症 6）感染症

系統看護学講座専門分野E 成人看護学⑧腎・泌尿器医学書院

系統看護学講座専門分野E 成人看護学⑨女性生殖器

系統看護学講座専門分野E 成人看護学⑬眼医学書院

系統看護学講座専門分野E 成人看護学⑭耳鼻咽喉医学書院

系統看護学講座専門分野E 成人看護学⑫皮膚医学書院

4 

4 

林
一
雄
一
考

問
一
価
一
備

一長一評一 出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する



手ヰ目名 疾病と治療W 担当教員
名和田雅夫・宇田津明彦圃

中村拓磨

開講年次 1年次 授業形態 講義 時間数 30時間 単位 1単位

到達目標
1.血液・造血、アレノレギ一、免疫系の疾病の病態（原因・発生機序・経過）及び治療・検

査について理解する

2.歯・口腔の疾病の病態（原因・発生機序・経過）及び治療・検査について理解する。

単元名

I血液・造血器の

疾患とその治療の

理解

（名和田）

Eアレルギー・腰

原病疾患とその治

療の理解

（宇田津）

田歯・口腔疾患と

その治療の理解

（中村）

教科書

学習内容

1血液の生理と造血のしくみ

2検査＠診断と症候固病態生理

3疾患と治療の理解

1）赤血球系の異常

2）白血球系の異常

3）造血器腫療

4）出血性疾患

浩
一
昔
話

方
一
茸

同
刊
二

間
同
一
時一

2

2

6

1免疫のしくみとアレルギー 2検査と治療

3症状と疾患の理解

1）気管支噛息

2）アレノレギー性鼻炎

3）アトピー性皮膚炎

4）薬物のアレルギー

5）アナフィラキシ－

6）葦麻疹

7）接触皮膚炎

8）食物アレノレギー

4自己免疫疾患とその機序

1）症状とその病態生理

2）検査と治療

3）疾患の理解

①関節リュウマチ ②全身性エリテマトーデス

③全身性強皮症 ④多発性筋炎

4

2

4

 

4 

1歯・口腔の構造と機能 I 6 

2症状とその病態生理

3検査と治療・処置

4疾患の理解

1 ）歯の異常と疾患 2）歯周序回哉の疾患 他

系統看護学講座専門分野E 成人看護学④血液・造血器医学書院

系統看護学講座 専門分野E 成人看護学⑪ アレノレギー・隈原病・感染症 医

学書院

系統看護学講座専門分野E 成人看護学⑮歯・口腔医学書院

三
一
法
一

酢
一
方
一
考

慌
一
価
一
備

E
一評一 出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する



科目名 疾病と治療V 担当教員 宗前匠・山田異人

開講年次 1年次 授業形態 講義 時間数 30時間 単位 1単位

到達目標
1.脳・神経系の疾病の病態（原因・発生機序・経過）及び治療・検査について理解する

2回運動器系の疾病の病態（原国・発生機序・経過）及び治療・検査について理解する

単元名

I脳・神経疾患と

その治療の理解

（宗前）

学習内容

1脳・神経系の構造と機能

2症状とその病態生理

1）脳神経障害とは

2）おもな症状とその病態生理

①意識障害 ②高次脳機能障害 ③運動機能障害

④間隔機能障害 ⑤反射性運動の障害

⑥頭蓋内圧充進症状と脳へノレニア

⑦バイタノレサインの変化 ③髄膜刺激症状 ⑨頭痛

3検査・診断と治療処置

4疾患の理解

1）脳疾患

①脳血管疾患 ②脳腫虜③脳の感染症④頭部外傷

⑤脳脊髄液の異常

2）脊髄疾患 3）末梢神経症 4）神経＠筋疾患

5）脱髄・変性疾患 6）脳・神経系の感染症

7）中毒 8）てんかん 9）認知症

10）内科疾患に伴う神経疾患

E運動器疾患とそ I1運動器の構造と機能

の治療の理解

（山田）

2症状とその病態生理

3診断・検査と治療・処置

4疾患の理解

1）外傷性（外因性）の運動器疾患

①骨折 ②脱臼 ③捻挫および打撲 ④神経の損傷

⑤筋・膿・靭帯などの損傷

2）内因性の運動器疾患

①先天性疾患 ②骨・関節の炎症性疾患

③骨腫虜および軟部腫虜 ④代謝性骨疾患

⑤筋および臆の疾患 ⑥神経の疾患

⑦上肢および上肢帯の疾患 ③脊椎の疾患

⑨下肢および下肢帯の疾患 ⑩運動器不安定症

時間｜方法

1 8 ｜講義

1 2 

書
一
本
一
法
一

ヰ
一
士
市
一
方
一
考

耕
一
蹴
一
冊
一
備

系統看護学講座専門分野E 成人看護学⑦脳・神経 医学書院

系統看護学講座専門分野E 成人看護学⑩運動器医学書院

出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する



科目名 栄養学 担当教員 静間佳代子

開講年次 1年次 授業形態 講義・演習 時間数 15時間 単位

到達目標 人間にとっての栄養の意義と、食の健康との関わりおよび食事療法について学ぶ

単元名

I人間栄養学と看

護

学習内容

1栄養と栄養素 2栄養学の歴史

3食物栄養学から人間栄養学へ 4保健と栄養

5医療と栄養学 6食事療法の進歩と医療制度

7看護と栄養

E栄養状態の評 I1栄養状態の評価ー判定の定義と目的

価ー判定 I 2栄養状態の評価・判定法

Eエネノレギ一代謝 Ii食品のエネルギー 2体内のエネルギー

3エネノレギー代謝の測定 4エネルギー消費

町栄養素の消化. I i栄養素の消化 2栄養素の吸収 3栄養素の体内運搬
吸収

V栄養素の体内代 I1肝臓のはたらき 2血糖 3血摂脂質

謝 14血襲のアミノ酸・タンパク質 5核酸代謝

6ポルフィリン代謝 7代謝の調節 8代謝産物の排世

時間

2 

2 

VI栄養ケア・マネ I1栄養ケア・マネジメントとは 2栄養スクリーニング I 2 

ジメント I 3栄養アセスメント 4栄養ケア計画

5栄養ケア計画の実施とチェック 6モニタリング 7評価

四ライフステージ Ii各ライフステージにおける栄養 14 

と栄養

四臨床栄養 I 1病院食 2疾患別食事療法の実際 3栄養補給法 14 

IX健康づくりと食 I1人間の食事と食文化 2食品と食品群 3各種食品群の分 I2 

品・食事・食生活｜類法 4食生活の変容と栄養の問題点 5生活習慣病の予防

6食生活の改善による一次予防 7食の安全性と表示

1単位

方法

講義

演習

教科書

副読本

評価方法

備考

系統看護学講座専門基礎分野人体の構造と機能③栄養学医学書院

糖尿病食事療法のための食品交換表第7版 日本糖尿病協会・文光堂

出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する



科目名 薬理学 担当教員 山下正義

開講年次 1年次 授業形態 講義 時間数 30時間 単位 1単位

到達目標 薬物の特徴・作用機序・人体への影響および薬物の管理について学ぶ

単元名

I薬理学を学ぶに

あたって

E薬理学の基礎知

識

E薬理学各論

教科書

学習内容 ｜時間｜方法

1薬理学とはなにか 12 ｜講義
2薬による病気の治療

1薬が作用するしくみ 2薬の体内の挙動 3薬物相互作用 14

4薬効の個人差に影響する因子 5薬と法律

1抗感染症薬 12 

1）感染症治療に関する基礎事項 2）抗感染症薬各論

3）特殊な感染症の治療薬 4）感染症の治療における問題点

2抗がん薬 12 

1）がん治療に関する基礎事項 2）抗がん薬各論

3免疫治療薬 12 

1）免疫系の基礎知識 2）免疫反応のしくみ

3）免疫増強薬・予防接種薬

4抗アレルギー薬・抗炎症薬 12 

1）抗ヒスタミン薬と抗アレノレギー薬 2）炎症と抗炎症薬

3）関節リウマチ治療薬 4）痛風・高尿酸血症治療薬

5）片頭痛治療薬

5末梢での神経活動に作用する薬物 12 

1）神経系による情報伝達 2）自律神経系作用薬

3）交感神経作用薬 4）副交感神経作用薬

5）筋弛緩薬・局所麻酔薬

6中枢神経系に作用する薬物 12 

1）中枢神経系のはたらきと薬物 2）全身麻酔薬

3）催眠薬・抗不安薬 4）抗精神病薬

7心臓圃血管系に作用する薬物 12 

1）抗高血圧薬 2）狭心症治療薬 3）心不全治療薬

4）抗不整脈薬 5）未lj尿薬 6）脂質異常症治療薬

7）血液に作用する薬物

8呼吸器・消化器・生殖器系に作用する薬物 12 

1）呼吸器系に作用する薬物 2）消化器に作用する薬物

9物質代謝に作用する薬物 12 

1）ホノレモンとホルモン措抗薬 2）治療薬としてのビタミン

10皮膚科用薬・眼科用薬 12 
11救急の際に使用される薬物 12漢方薬 13消毒薬 14 
系統看護学講座専門基礎分野疾病のなりたちと回復の促進③薬理学医

学書院

；
一
法
一

信
一
方
一
考

由
一
価
一
備

E
一評一 出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する



科目名 担当教員治療論
小南浩・浪尾敬一・

山田史子

開講年次 1年次 授業形態 講義 時間数 I is時間 単位 1単位

到達目標 ｜医療の現場で行われている検査、放射線療法、手術療法の基礎知識について理解する。

単元名 学習内容 ｜時間｜方法

I臨床検査

（小南）

E放射線療法

（浪尾）

亜麻酔法

（山田）

1臨床検査とその役割 I 6 ｜講義

1）診療における臨床検査の役割 2）臨床検査の種類

3）臨床検査の場面と目的 4）臨床検査結果の評価

2臨床検査の流れと看護師の役割

3主な臨床検査

1）一般検査 2）血液学的検査 3）化学検査

4）免疫・血清学検査 5）内分泌学的検査

6）微生物学検査 7）病理検査

8）生体検査（心電図検査・超音波検査・脳波検査・呼吸機

能検査他）

1放射線医学となりたちと意義

2画像診断における安全性の確保

3検査の実際

1) x線 2)CT 3) MRI 
4）超音波検査 5）核医学検査 6) IVR ・血管造影

4放射糠治療

1）放射繰治療総論

5放射線防護

1）放射線による障害と防護

4 

1麻酔とは

2麻酔の種類

3術前・術中・術後管理

4全身麻酔

5局所麻酔

6 

教科書

系統看護学講座別巻臨床検査医学書院

系統看護学講座別巻臨床放射線医学医学書院

系統看護学講座別巻臨床外科看護総論医学書院

一昨一生考

問
一
価
一
備

一
仁
匝
一
市
ア
一

出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する



科目名 公衆衛生学I 担当教員 秋房住郎

開講年次 1年次 授業形態 講義 時間数 15時間 単位 1単位

到達目標
社会集団の健康問題について、人間一環境系からの理解とその疫学的診断に基づく疾病予防の

方策の基礎について学ぶ。

単元名 学習内容 時間 方法

I公衆衛生の基礎 1公衆衛生の理念と看護の倫理 4 講義

1）公衆衛生とは

2）プライマリーヘルスケア

3）情報公開と生命倫理

2健康と環境 2 

1）環境とは

2）生活環境の保全

3公衆衛生の技術 4 

1）疫学と健康指標

2）新しい健康概念の提案と健康づくりを支援する方法

3）地域コミュニティを対象としたヘルスプロモーション

活動

4）健康づくり計画と自薦評価のプロセス

E公衆衛生と現在 1日本における社会保障制度および医療制度の改革 4 

社会 1）日本の社会保障制度および医療制度をめぐる動向

2）社会保障制度および医療制度の改革

2グローパノレ化する世界と公衆衛生 2 

1）公衆衛生とグローパル化

2）国際協力

3）リプロダクティブ・ヘルス／ライツ

教科書
系統看護学講座専門基礎分野健康支援と社会保障制度②公衆衛生医学

書院

副読本

評価方法 出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する

備考



科目名 公衆衛生学II 担当教員 日高勝美

開講年次 2年次 授業形態 講義 時間数 15時間 単位 1単位

到達目標
社会集団の健康ニードに対する社会、医療システムの対応について知るとともに、実際的な公

衆衛生活動としての地域保健活動との関連について学ぶc

単元名 子"24:51白司市内廿出 時間 方法

講義

I公衆衛生の実践 1地域保健 4 

1）健康づくりと地域

2）地域保健とは

3）地域保健の展開

2対象別公衆衛生の実践 6 

1）母子保健

2）成人保健・老人保健

3）精神保健

4）難病保健

5）感染症対策

3場面別公衆衛生の実践 6 

1）学校保健

2）産業保健

3）災害保健

4）健康危機管理

教科書
系統看護学講座専門基礎分野健康支援と社会保障制度②公衆衛生医学

書院

副読本

評価方法 出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する

備考



科目名 社会保障制度 担当教員 日高勝美

開講年次 1年次 授業形態 講義 時間数 15時間 単位 1単位

到達目標 社会保障制度の意義と、社会保障制度を規定している関係法規について学ぶ。

単元名

I社会保障制度と Ii社会保障制度

社会福祉

学習内容 時間｜方法

2 ｜講義

2社会福祉の法制度

E現代社会の変化 I1現代社会の変化
と社会保障・社会｜ 1）人口の変化 2）地域社会の変化

福祉の動向 I 3）家族・個人の変化 4）経済状況の変化

5）雇用状況の変化

2社会保障・社会福祉の動向

1）わが国の社会保障制度の動向 2）保健医療の動向

3）社会福祉の動向

E医療保障

町介護保障

V所得保障

VI公的扶助

2 

1医療保障制度の沿革

2医療保障制度の構造と体系

3健康保険と国民健康保険

4高齢者医療制度

5保険診療のしくみ

6公費負担医療

7国民医療費

4 

1介護保険制度創設の背景と介護保障の歴史

2介護保険制度の概要

3介護保険制度の課題と展望

4 

1所得保障制度のしくみ

2年金保険制度

3社会手当

4労働保険制度

2 

1貧困・低所得問題と公的扶助制度

2生活保護制度のしくみ

3低所得層対策

4近年の動向

2 

書
一
本
一
法
一

ヰ
一
士
厄
一
方
一
考

耕
一
蹴
一
冊
一
備

系統看護学講座専門基礎分野健康支援と社会保障制度③社会保障・社会

福祉医学書院

出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する



科目名 関係法規 担当教員 日高勝美

開講年次 1年次 授業形態 講義 時間数 15時間 単位 1単位

到達目標 ！看護職に必要な法令について学ぶ

単元名

I法の概念

学習内容

1法の概念 2法の分類 3衛生法 4厚生行政のしくみ

時間｜方法

1 1講義

H医事法

E保健衛生法

1看護法

1）保健師助産師看護師法

2）看護師等の人材確保の促進に関する法律

2医師法・医療法

1）医師法 2）歯科医師法 3）医療法

3医療関係資格法

1共通保健法

2分野別保健法

1）精神保健及び精神障害福祉 2）母子保健法

3）母体保護法 4）学校保健安全法

5）がん対策基本法等

3感染症に関する法 4食品に関する法

4 

4 

町薬務法 I i薬事法 2人等の組織を用いた医療関連法 I 2 

3薬害被害者の救済等 4麻薬・毒物等

V環境衛生法 I 1営業 2環境整備 I 1 

VI社会保険法 I 1費用保障 2年金と手当 I 1 

四福祉法 I i共通的福祉 I 1 

1）社会福祉法 2）生活保護法 3）共通的な各福祉法

2分野別福祉

1）児童分野 2）高齢分野 3）障害分野

4）母子及び寡婦福祉法

咽労働1去と社会基 I1労働法 I 1 

盤整備 I 2社会基盤整備等

E環境法

教科書

副読本

評価方法

備考

1環境保全の基本法 2公害の防止法 I 1 

3自然保護法

系統看護学講座 専門基礎分野健康支援と社会保障制度④看護関係法令

医学書院

出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する



科目名 社会福祉 担当教員 大辻梢

開講年次 2年次 授業形態 講義 時間数 15時間 単位 1単位

到達目標 わが国の社会福祉制度の変遷・制度と、今日の社会福祉の課題について学ぶ

単元名 学習内容 時間｜方法

講義

I社会福祉の分野 I1高齢者福祉

とサービス I 1）高齢者の状況 2）高齢者福祉の施策

(7章） I 3）老人保健事業

2障害者福祉

1）障害者の定義と実態 2）障害者福祉の理念

3）障害者福祉制度の変遷 4）障害者福祉の関連施策

5）新たな法体系の整備

3児童家庭福祉 I 2 

1）児童の特徴 2）児童家庭福祉のしくみ

3）児童福祉法 4）母子保健法 5）少子化対策

6）保育施策 7）児童虐待対策 8) DV対策

9）母子家庭等施策 10）非行児童の福祉

4 

4 

E社会福祉実践と I1社会福祉援助とは
医療・看護 I 2個別援助技術（ケースワーク）

(8章） I 3集団援助技術
4間接援助技術と関連援助技術

5社会福祉援助の検討課題

6連携の重要性

7社会福祉実践と医療・看護との連携

8連携の場面とその方法

2 

皿社会福祉の歴史 I1福祉史の枠組み

(9章） I 2福祉史の 3段階

3前近代の救済の諸相

4近代の救済の諸相

5現代社会への構造変化と生活支援

6戦後の社会福祉の再生

4 

書
一
本
一
法
一

科
一
間
一
防
一
瞬

孝
一
一
昌
一
評
一
，

系統看護学講座専門基礎分野健康支援と社会保障制度③社会保障・社会

福祉医学書院

出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する



科目名 総合医療論 担当教員 樫本直樹

開講年次 2年次 授業形態 講義 時間数 15時間 単位 1単位

到達目標 ｜我が国の医療の歴史と現代医療の諸問題について理解し、医療の中の看護について学ぶ。

単元名
学習内容

時間｜方法

I医療と看護の原 I1命について考える 2健康とは 3病の体験 2 

点 14置しの行為と癒しの知 5チーム医療とマネジメント

E医学＠医療のあ I1現代医学の起源 2わが国の医療がたどってきた道 I 2 

ゆみと医療観の変 I3 20世紀の医療 4医療観のうつりかわり

遷

E私たちの生活と I1もしも私たちが病気やけがをしたら 2私たちの生活と環 14

健康 ｜境衛生、保健＠福祉行政 3少子高齢化社会と世代間のきずな

4障害者のノーマライゼーションと社会的包摂

5心の健康と精神医療

町科学技術の進歩 I1科学技術の進歩と社会・生活の変化
と現代医療の最前 I2現代医学と先端医療技術の最前線

線

2 

V現代医療の新た I1薬の副作用と手術偶発症 2医原病という考え方とケアの I2 

な課題 ｜実践 3先端医療技術がもたらす倫理上のジレンマ

4生命倫理学と臨床倫理学の展開 5医療不信から「賢い患

者」へ 6インフォームドコンセントと医療情報の開示

7医療情報の開示と診療録（カルテ）

VI医療を見つめ直 I1臨床疫学一医療における合理的判断 2患者の安全 I 2 

す新しい視点 I 3医療の管理と評価 4これからの先端医療開発

5情報化社会と医療

VII保健・医療・福祉 I1医療変革の波とともに始まった 21世紀 2新時代の保健・ I2 

の潮流 医療の担い手 3プライマリケアの新たな展開

4医療におけるケアの視点 5保健・医療の国際化

6地域包括医療システムの新しい展開 7保健・医療・福祉シ

ステムと地域住民の役割 8地球時代におけるケア

講義

教科書

副読本

評価方法

備考

系統看護学講座専門基礎分野健康支援と社会保障制度①総合医療論医

学書院

出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する



科目名 基礎看護学概論 担当教員 寺崎美保子村山由起子

開講年次 日31年度 授業形態 講義 時間数 3 0 単位 1 

授業の概要 看護全般の概念をとらえ、看護の位置づけと役割・機能とその重要性を学ぶ。看護師としての基本的責任

を果たすため、看護師の在り方に対する倫理を学ぶ。

到達目標 ①看護の本質を知り、身体的、精神的、社会的側面から人間の健康状態を理解する。

②職業としての看護を理解し、安全性、倫理観をもって質の高い看護サービスができる態度を学ぶ。

③ 看護の提供はあらゆる場所で提供されることを学ぶ。

回 授業内容
授業 自己学修課題 取組

担当者
方法 （予習・復習） 時間

1 I看護の本質（ 1 .看護の定義、 2.看護の歴史） 講義 復習 1 村山

2 I看護に本質（3.看護理論について） 講義 復習 1 村山

3 II看護の役割と機能（ 1.看護ケア、 2.看護の役割・ 講義 復習 村山

機能の拡大）

4 E看護の継続性と情報共有（1.入院における継続性 講義 復習 1 村山

5 III看護の継続性と情報共有（2.多職種チームとのか 講義 復習 村山

かわり 3.在宅療養との連携と関わり）

6 IV看護における倫理（ 1.現代社会と倫理2.医療を 講義 復習 1 村山

めぐる倫理の歴史的経緯と看護倫理）

7 V看護における倫理（3. 医療専門職の倫理規定 講義 復習 1 村山

4.看護実践における倫理問題への取り組み）

8 人聞の「こころ」と「からだ」 講義 復習 1 寺崎

9 人間のこころとからだ－体にかかるストレスの影響 講義 復習 寺崎

10 生涯発達しつづける存在としての人間・人間の暮ら 講義 復習 1 寺崎

しの理解

国民の健康・健康の全体像 講義 復習 寺崎



個ライフサイクノレと健康・生活 講義 復習 1 寺崎

現在の日本人の健康と生活を考える

13 看護の提供者 a職業としての看護ー－資格と養成にか 講義 復習 1 寺崎

かわる制度。看護職者の就業

14 看護の提供のしくみ・サービスとしての看護ー提供の 講義 復習 I 寺崎

場・経済・人員配置・評価

15 国際化と看護・災害時における看護 講義 復習 1 寺崎

教科書 系統看護学講座専門 I 看護学概論基礎看護学①医学書院

参考書・参考文献 看護覚書、看護の基本となるもの

成績評価の方法 出席状況、筆記試験、レポートなどで総合評価する

学習へのアドバイス 看護とは何か、看護師とはどのような職業か、また、人を看護するにあたって基本となる

姿勢・考え方などしっかり学んでほしい。



科目名 共通基本技術 I 担当教員 小野香 平山

開講年次 1年次 授業形態 講義・演習 時間数 30時間 単位 1単位

授業の概要
看護技術とは科学的知識に裏づけられた看護技術を援助技術として実践することであり、看

護技術の良否が看護の質を決定する。また、看護を始めるにあたってどんな看護場面において

も、まずは対象を理解することから始まり、それにはコミュニケーションが必要不可欠である。

そのためここでは、看護技術の習得の必要性を理解し、援助経過における人間関係形成に必要

な知識・コミュニケーション技術や自己・他者理解を深めるための技法、生命徴候を観察する

基本的援助技術を習得する。（看護技術の概念、コミュニケーション技術、パイタノレサイン）

到達目標
1. 看護技術の基本原則が理解できる。

2. 技術を適切に実践するための要素を理解できる。

3. コニュニケーションの基本的構成要素が理解できる。

4. コミュニケーションに必要な能力（聴く・話す・理解するー感性を磨く）を学ぶ。

5. パイタルサインの正確な測定方法を習得する。

6. 全身状態を系統的に把握するためのフィジカルアセスメントの基本的知識を習得する。

回 授業内容
授業 自己学修課題 取組 担当者

方法 （予習固復習） 時間

1 
I看護技術を学ぶにあたって

－ァキストを読み 30分

E看護技術の根底をなすもの～適切な技術習得のために～
講義 講義に臨む 小野

－課題学習 30分

2 
Eコミュニケーション

－ァキストを読み 30分

Aコミュニケーションの意義と目的
講義 講義に臨む 平山

・講義の復習 30分

田コミュケション 学習内容は講義

3 Bコミュニケーションの構成要素と成立過程 講義 時に指示する 平山

C関係構築のためのコミュニケーションの基本

4 
皿コミュニケーション

D効果的なコミュニケーションの実際
演習 平山

5 
Eコミュニケーション

Eプロセスレコードの書き方
講義 平山

6 
Eコミュニケーション

コミュニケーション障害への対応
演習 平山

7 
Nヘノレスアセスメント

1.ヘノレスアセスメントとは
講義 小野

8 
Nヘルスアセスメント

2.健康歴とセノレフケア能力のアセスメント
講義 小野

9 
Nヘノレスアセスメント

3.アセスメントに必要な技術
講義 小野

10 
町ヘルスアセスメント

4.バイタノレサインの観察とアセスメント
講義 小野

11 
Nヘルスアセスメント

4.パイタノレサインの観察とアセスメント（演習）
演習

可V
小野

■■杉山

■■杉山

■■杉山

■■杉山

■■杉山

■■杉山



学習内容は講義
Nヘルスアセスメント

講義 時に指示する 小野12 
6.計測

町へノレスアセスメント
演習 ;J、里子13 

＊公Uメ口＂＇－ ['2同3日I耳

百へノレスアセスメント
演習 小野14 

実技チェック

Nヘノレスアセスメント
演習 小野15 

実技チェック 可V

教科書 系統看護学講座専門分野I 基礎看護技術I 基礎看護学②医学書院

系統看護学講座専門分野I 基礎看護技術E 基礎看護学③医学書院

根拠と事故防止からみた基礎＠臨床看護技術医学書院

参考書・ 長谷川雅美編集：自己理解対象理解を深めるフ。ロセスレコード日総研

参考文献

成績評価の
出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する

方法

学習への 演習時は白衣着用

アドバイス 技術の習得のためには、時間外に自己棟習を行う必要があります



科目名 共通基本技術II 担当教員 赤毛智美・小山京子

開講年次 1年次 授業形態 講義・演習 時間数 30時間 単位 1単位

看護実践の原則である安全や安楽について思考し、感染予防の基礎的知識・技術を理解する。また看護

授業の概要 における学習支援の基本技術、情報共有するために必要な記録・報告について理解し、基本的援助技術を

学習していく。

1 安楽を阻害する要因を知り、安楽を提供する援助について理解する。

2.感染に関する知識を知り、感染防止の基礎的技術を理解する。

到達目標 3.安全を阻害する要因を知り、安全確保の技術について理解する。

4圃看護における学習支援の目的を理解し、効果的なアプローチ方法について理解する。

5 記録・報告の重要性を学び、効果的な記録・報告の方法について理解する。

回 授業内容
授業 自己学修課題 取組

担当者
方法 （予習・復習） 時間

感染防止の基礎知識 授業内容の復習及

1 標準予防策（スタンダードプリコーション） 講義 び次回の予習 1 小山

感染性廃棄物の取り扱い

標準予防策（スタンダードプリコーション） 授業内容の復習及

2 演習 1 小山

び次回の予習

体位保持（ポジショニング） 授業内容の復習及

3 講義 1 赤毛

び次回の予習

体位保持（ポジショニング） 授業内容の復習及

4 演習 赤毛

び次回の予習

署法 授業内容の復習及

5 講義 1 赤毛

身体ケアを通じてもたらされる安楽 び次回の予習

署法 授業内容の復習及

6 演習 1 赤毛

身体ケアを通じてもたらされる安楽 び次回の予習

感染経路別予防策 授業内容の復習及

7 講義 1 小山

洗浄 a消毒・滅菌、無菌操作 び演習の課題学習



無菌操作 授業内容の復習及

8 感染性廃棄物の取り扱い、カテーテル関連血流感染 講義 び演習の課題学習 小山

対策、針刺し防止策

無菌操作 授業内容の復習及

9 演習 小山

び演習の課題学習

無菌操作 授業内容の復習及

10 演習 1 小山

び次回の予習

安全確保の基礎知識、誤薬防止、チューブ類の予定外 授業内容の復習及

11 講義 1 赤毛

抜去防止 び次回の予習

患者誤認防止、転倒 a転落防止、薬剤・放射線曝露の 授業内容の復習及

12 講義 赤毛

防止 び次回の予習

看護における学習支援とは 授業内容の復習及

13 講義 小山

健康に生きることを支える学習支援 び次回の予習

健康状態の変化に伴う学習支援 授業内容の復習及

14 講義 1 小山

看護のなかに合まれる学習支援 び次回の予習

看護記録 授業内容の復習及

15 講義 1 小山

び次回の予習

教科書 系統看護学講座専門分野I 基礎看護技術I 基礎看護学② 医学書院

系統看護学講座専門分野I 基礎看護技術II 基礎看護学③ 医学書院

根拠と事故防止からみた基礎・臨床看護技術 医学書院

参考書・参考文献 看護学生スタートアップトレーニング

成績評価の方法 出席状況・演習時の態度・レポート・筆記試験で総合的に判断する

学習へのアドバイス 演習時は白衣着用



科目名 日常生活援助技術I 担当教員 原田奈津子・西村直子・赤毛智美

開講年次 1年次 授業形態 講義演習 時間数 45時間 単位 1単位

授業の概要 看護技術とは何か、対象に看護技術を用いる意味を考える。その上で対象のニーズについて理解を深め、

安全で安楽に日常生活を送るための安楽確保の技術について学ぶ。そして技術の科学的根拠と正確な方法

を理解して実施できる能力を身につける。

到達目標 1.人聞にとっての環境の意味を理解し、生活環境・病床環境を整えるための知識と援助方法を習得する。

2.食の意義やメカニズムを理解し、栄養状態や健康のレベノレ圃食事行動の自立度に応じた効果的な援助

方法を習得する。

3.排j世の意義やメカニズムを理解し、健康のレベノレ・排世行動の自立度に応じた効果的な援助方法を習

得する。

回 授業内容
授業 自己学修課題 取組

担当者
方法 （予習・復習） 時間

1 I.環境調整技術 講義 授業内容の予習・復習 原田

①援助の基礎知識

2 I .環境調整技術 講義 授業内容の予習・復習 原田

②i寅習（環境測定） 演習 演習レポート

3 I.環境調整技術 講義 授業内容の予習・復習 原田

③援助の実際（環境整備・ベッドメーキング）

4 I .環境調整技術 演習 授業内容の予習・復習 原田

④演習（ベッドメーキング） 演習レポート

5 I .環境調整技術 演習 授業内容の予習・復習 原田

⑤演習（ベッドメーキング） 演習レポート

6 I.環境調整技術 演習 授業内容の予習・復習 原田

⑥演習（臥床患者のシーツ交換） 演習レポート

7 I .環境調整技術 演習 授業内容の予習・復習 原因

⑦演習（臥床患者のシーツ交換） 演習レポート



8 I.環境調整技術 講義 授業内容の予習・復習 原田

⑧まとめ 演習

9 II.食事援助技術 講義 教科書の予習と授 西村

食事援助の基礎知識 業内容の復習

1 0 II.食事援助技術
講義
教科書の予習と授 西村

DVD 
食事の介助、基礎知識 業内容の復習

1 1 II.食事援助技術 講義 教科書の予習と授 西村

食事援助の実際 演習 業内容の復習

1 2 II.食事援助技術
講義
教科書の予習と授 西村

DVD 
摂食・膜下訓練の基礎知識と実際 業内容の復習

1 3 II.食事援助技術
講義
教科書の予習と授 西村

DVD 
経腸栄養法の基礎知識 業内容の復習

1 4 II.食事援助技術
講義
教科書の予習と授 西村

DVD 
経腸栄養法の実際 業内容の復習

1 5 II.食事援助技術
講義
教科書の予習と授 西村

DVD 
中心静脈栄養法 業内容の復習

1 6 III.排世援助技術 講義 白己学修課題 赤毛

①援助の基礎知識 復習

1 7 皿．排I世援助技術 講義 自己学修課題 赤毛

②自然排尿および自然排便の介助 復習

1 8 III.排世援助技術 演習 自己学修課題 赤毛

③床上排世援助（尿器、便器） 予習

1 9 III.排世援助技術 講義 自己学修課題 赤毛

④排便を促す援助 復習

2 0 III.排世援助技術 j寅示 自己学修課題 赤毛

⑤導尿 予習



2 1 III.排世援助技術 講義 自己学修課題 赤毛

③ストーマケア 復習

2 2 III.排世援助技術 演習 自己学修課題 赤毛

⑦床上排世援助（オムツ交換、陰部洗浄） 予習

2 3 III.排世援助技術 演習 自己学修課題 赤毛

⑧床上排世援助（オムツ交換、陰部洗浄、便器、 予習、復習

ストマ、ポータブノレトイレ）

教科書 系統看護学講座専門分野I 基礎看護技術II 基礎看護学③ 医学書院

根拠と事故防止からみた基礎・臨床看護技術 医学書院

参考書・参考文 看護学生スタートアップトレーニング

献

成績評価の方法 出席状況、レポート提出状況、筆記試験等で総合的に評価する

学習へのアドバイ 講義・演習の前に、次回授業内容の予習・復習を必ず行うこと

ス j寅習時は白衣を着用すること



科目名 日常生活援助技術II 担当教員 小野香 武森勢津子

開講年次
1年次 授業形態 講義・演習 時間数 46時間 単位 1単位

授業の概要 健康障害により日常生活が自立して行えなくなった患者にとって、看護師が提供する日常生活の援

助は人間らしい生を支える技術であり、看護の本領といえる。また、人が健康な生活を維持していくた

めには、活動と休息のバランスがとれていることが重要な要素であり、清潔行動は豊かな社会生活を営

むためにだれもが日常的に行い習慣化しているものである。ここでは、活動と休息の意義や援助方

f去、清潔の意義と清潔援助の目的、基礎的援助技術を習得する。

（活動・休息・清潔）

到達目標 1. 活動と休息の意義やメカニズムを理解し、健康のレベノレや活動・休息に関する自立度に応じた

効果的な援助方法を習得する。

2.皮膚と粘膜の保護および清潔保持に関するメカニズムを理解し、効果的＠効率的な援助の方法

を習得する。

回 授業内容
授業 自己学修課題 取組 担当者

方法 （予習・復習） 時間

第4章活動・休息援助技術
－テキストを読み講義 30分 小里子

1 A基本的活動の援助 講義
に臨む（毎回）

1 ）基本的活動の基礎知識
－学習内容はその日 30分

に振り返りを行う

第4章活動・休息援助技術
学習内容は講義時

1時間 小里子

2 A基本的活動の援助 講義

2）体位 3）体位変換
に指示する

第4章活動ー休息援助技術 小野

3 A基本的活動の援助 演習

ボディメカニクス体位変換演示十演習

第4章活動、休息援助技術 小野

4 A~基本的活動の援助 講義

4）移動5）移乗・移送

第4章活動・休息援助技術 小聖子

5 A基本的活動の援助 演習

車靖子の移動、移乗・移送演示十演習

第4章活動・休息、援助技術 小野

6 A基本的活動の援助 演習

移動、移乗・移送演示十演習

第 6章清潔・衣生活援助技術 小野

7 A 清潔の優助 講義

1 ）清潔援助の基礎知識

8 
第 6章清潔・衣生活援助技術 小野
A 清潔の援助

講義
2）清潔援助の実際

①入浴②清拭⑦整容

第 6章清潔・衣生活援助技術 小野

9 
A 清潔の援助

講義
2）清潔援助の実際

全身済拭 演示＋演習

第 6章清潔・衣生活援助技術 小野

10 A 清潔の援助 演習

全身清拭演習

第 6章清潔・衣生活援助技術 小野

11 A 清潔の援助 演習
可Ir . 

全身j青拭演習



第6章清潔・衣生活援助技術
学習内容は講義時

1時間 小野

12 A 清潔の援助 演習
に指示する

全身清拭演習

第6章清潔・衣生活援助技術 小野

13 
A 清潔の援助

講義
2）清潔援助の実際

③洗髪④手浴⑤足浴⑥陰部洗浄

第6章清潔・衣生活援助技術 小野

14 
A 清潔の援助

演習
2）清潔援助の実際

手浴・足浴演示＋演習

第6章清潔・衣生活援助技術 小野

15 
A 清潔の援助

演習
2）清潔援助の実際

足浴・足浴 演示＋演習

第 6章清潔・衣生活援助技術 小里子

16 
A 清潔の援助

演習
2）清潔援助の実際

口腔ケア演示十演習

第 6章清潔・衣生活援助技術 小里子

17 
A 清潔の援助

演習
2）清潔援助の実際

陰部洗浄演示＋演習

第 6章清潔・衣生活援助技術 武森

18 
A 清潔の援助

演習
2）清潔援助の実際

洗髪 演示＋演習

第 6章清潔・衣生活援助技術 武森

19 A 清潔の援助 講義

洗髪 演習

第6章清潔・衣生活援助技術
武森

20 
技術チェック

演習

第6章清潔・衣生活援助技術
武森

21 
技術チェック

演習

第6章清潔・衣生活援助技術
武森

22 
技術チェック

演習

第6章清潔・衣生活援助技術
講義

、v 小野
23 可V

まとめ

教科書 系統看護学講座専門分野I 基礎看護技術E 基礎看護学③医学書院

根拠と事故防止からみた基礎・臨床看護技術医学書院

参考書・参考文献 講義時に提示する

成績評価の方法 出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する

学習へのアドパイ 演習時は白衣着用

ス 実技の習得には、時間外に自己で練習をする必要があります。



科目名 フィジカノレアセスメント 担当教員 丸茂ひろみ

開講年次 2年次 授業形態 講義 時間数 30時間 単位 1単位

到達目標
1‘フィジカルアセスメント技術とそれによって得られる客観的データについて理解する。

2.呼吸・循環の状態を判断する基礎知識と、それを整えるための効果的な援助方法を理解す

る。

単元名 ｜ 学習内容 時間｜方法

1 6 I講義

演習

Iへノレスアセスメン I1ヘノレスアセスメントとは

ト I 2ヘルスアセスメントの実際

E呼吸・3盾環を整える
技術

教科書

副読本

評価方法

備考

－全体を概観する

・フィジカノレアセスメント

3心理・社会状態のアセスメント

．心理的側面のアセスメント

－社会的側面のアセスメント

1酸素吸入療法

2吸引

3排疾ケア

4吸入

5人工呼吸療法

6体温管理の技術

7末梢循環促進ケア

演習：問診視診触診打診聴診

1 4 

系統看護学講座 専門分野I 基礎看護技術I 基礎看護学② 医学書院

系統看護学講座専門分野I 基礎看護技術E 基礎看護学③ 医学書院

根拠と事故防止からみた基礎・臨床看護技術 医学書院

看護学生スタートアップトレーニング

山内豊明著：フィジカルアセスメントガイドブック 第2版 医学書院

出席状況・演習・レポート 30%、筆記試験70%

演習時は白衣着用



手ヰ目名 診療に伴う援助技術 担当教員 原因奈津子・小山京子

開講年次 2年次 授業形態 講義・演習 時間数 45時間 単位 1単位

授業の概要 看護の対象がより安全で安楽な療養生活のもとに回復過程を促進出来るように、診療の補助業務の視点

から、診療を受ける対象への看護援助の基本となる知識・援助方法を学習していく。

到達目標 1.診察・検査における看護師の役割を理解し、診察・検査の介助などの基礎的技術を習得する。

2.薬物療法に伴う援助について理解し、安全に与薬を行う基礎的技術を習得する。

3.皮膚・創傷を管理するための知識と基礎的技術を習得する。

4.医療用機器の原理と実際を理解する。

回 授業内容
授業 自己学修課題 耳文組

担当者
方法 （予習・復習） 時間

創傷管理技術 授業内容の予習・復

講義 原田

①創傷管理の基礎知識②創傷処置 習

創傷管理技術 授業内容の予習・復

2 講義 原田

CT樗癌予防 習

創傷管理技術 講義 授業内容の予習・復

3 原田

④包帯法 演習 習、演習レポート

与薬の技術 授業内容の予習・復

4 講義 原田

①与薬の基礎知識（1) 習

与薬の技術 授業内容の予習・復

5 講義 原田

①与薬の基礎知識（2) 習

与薬の技術 授業内容の予習・復

6 ②経口与薬・口腔内与薬 ③吸入 ④点眼 講義 習 原田

⑤点鼻 ⑥経皮的与薬 ⑦直腸内与薬

与薬の技術 授業内容の予習・復

7 講義 原田

⑧注射 習

与薬の技術 授業内容の予習・復

8 講義 原田

⑨点滴静脈内注射⑮輸血管理 習



与薬の技術 講義 授業内容の予習・復

9 原田

⑪演習（注射準備） 演習 習、演習レポート

与薬の技術 授業内容の予習・復

10 演習 原田

⑫演習（静脈血採血） 習、演習レポート

与薬の技術 授業内容の予習 e復

11 演習 原田

⑬演習（ホノレダー使用静脈血採血） 習、演習レポート

与薬の技術 授業内容の予習ー復

12 演習 原因

⑭演習（筋肉内注射） 習、演習レポート

症状・生体機能管理技術の基礎知識 授業内容の復習及

13 講義 小山

検体検査 び次回の予習

検体検査 授業内容の復習及

14 講義 小山

生体情報のモニタリング び次回の予習

授業内容の復習及

15 生体情報のモニタリング 講義 小山

び次回の予習

診察の介助 授業内容の復習及

検査・処置の介助 び次回の予習

16 講義 小山

①X線撮影 ②コンビュータ断層撮影（CT)

③磁気共鳴画像（MRI) 

検査・処置の介助 授業内容の復習及

17 ④内視鏡検査 ⑤超音波検査 ⑥肺機能検査 講義 び次回の予習 小山

⑦核医学検査

検査・処置の介助 授業内容の復習及

18 講義 小山

⑧穿刺 び次回の予習

検査・処置の介助 授業内容の復習及

19 
胃洗浄 ※気管支洗浄、腸脱洗浄

講義
び次回の予習

小山



輸液療法・科学療法・放射線療法を受ける対象への看 授業内容の復習及 小山

20 講義

護 び次回の予習

手術療法・集中治療・創傷処置／創傷ケア・身体侵襲 授業内容の復習及 小山

21 講義

を伴う検査・治療を受ける対象への看護 び次回の予習

医療機器の原理と実際 授業内容の予習園復 原田

①医療機器を安全に使うために 習

講義

22 ②測定用医療機器の原理と実際

③治療用医療機器の原理と実際

④医療機器使用時の看護

医療機器の原理と実際 授業内容の予習 e復 原田

23 演習

⑤演習 習、演習レポート

教科書 系統看護学講座専門分野I 基礎看護技術II 基礎看護学③ 医学書院

系統看護学講座専門分野I 臨床看護総論基礎看護学④医学書院

根拠と事故防止からみた基礎・臨床看護技術 医学書院

参考書・参考文献 看護学生スタートアップトレーニング

成績評価の方法 出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する

学習へのアドバイス 演習時は白衣着用



科目名 臨床看護総論 担当教員 寺崎美保子赤毛智美

開講年次 1年次 授業形態 講義 時間数 3 0 単位 1単位

授業の概要 ライアサイクノレから対象をとらえ、経過に応じた症状における看護を理解する。

到達目標 健康障害を持つ対象を理解し、状態に応じた看護を理解する

回 授業内容
授業 自己学修課題 取経

担当者
方法 （予習ー復習） 時間

1 Iライフサイクノレ、家族の機能、生活と療養上の場か 授業内容の復習及 1 寺崎

らとらえた対象と家族の健康上のニーズを理解する 講義 び次回予習

2 II急性期、慢性期における看護を理解する 講義 授業内容の復習及 寺崎

び次回予習

3 IIリハビリテーション期、終末期における看護を理 講義 授業内容の復習及 1 寺崎

解する び次回予習

4 III呼吸に関連する症状における看護を理解する 講義 授業内容の復習及 1 寺崎

び次回予習

5 田循環に関連する症状における看護を理解する 講義 授業内容の復習及 寺崎

び次回予習

6 田栄養、代謝、排i世に関連する症状における看護を理 講義 授業内容の復習及 1 寺崎

解する び次回予習

7 III栄養、代謝、排置に関連する症状における看護を理 講義 授業内容の復習及 1 寺崎

解する び次回予習

8 III活動や休息、認知や知覚に関連する症状における 講義 授業内容の復習及 1 寺崎

看護を理解する び次回予習

9 皿コーピング、安全や生体防御機能に関連する症状 講義 授業内容の復習及 1 寺崎

における看護を理解する び次回予習

1 0 田安楽に関連する症状における看護を理解する 講義 授業内容の復習及 1 寺崎



び次回予習

11 IV救命救急処置の基礎知識 講義 授業内容の復習 1 赤毛

12 IV心肺蘇生法、止血法、院内急変時時の対応 講義 授業内容の復習及 1 赤毛

び次回予習

13 IV 一次救命処置 演習 授業内容の復習及 1 赤毛

び次回予習

14 IV 二次救命処置 演習 授業内容の復習及 1 赤毛

び次回予習

15 v 死の看取りの援助 講義 授業内容の復習及 1 赤毛

び次回予習

教科書 系統看護学講座専門分野I 臨床看護学総論基礎看護学④ 医学書院

系統看護学講座専門分野I 基礎看護技術II 基礎看護学③ 医学書院

系統看護学講座専門基礎病態生理学疾病の成り立ちと回復の促進②医学書院

参考書・参考文献

成績評価の方法 出席状況・レポート 30% 筆記試験70 % 

学習へのアドバイス



教科書 系統看護学講座専門分野 I 臨床看護学総論基礎看護学④ 医学書院

系統看護学講座専門分野I 基礎看護技術II 基礎看護学③ 医学書院

系統看護学講座専門基礎病態生理学疾病の成り立ちと回復の促進②医学書院

参考書・参考文献

成績評価の方法 出席状況・レポート 30% 筆記試験70 % 

学習へのアドバイス



科目名 看護過程 担当教員
小野香・鈴木幸恵・赤毛智美

丸茂ひろみ・杉山恵子・平山

開講年次 1年次 授業形態 講義・演習 時間数 30時間 単位 1単位

授業の概要 看護活動は、あらゆる健康状態の人々を対象に、一人ひとりの健康に対する考え方を尊重し、いか

に自立して健康に暮らせるかという生活の質をも含めた継続的な活動である。看護活動には、看護過

程の概念が用いられ、これは順序性を伴う思考・判断過程で、もあり、この過程には多くの科学的な根拠

や知識が必要とされる。ここでは、科学的に問題解決を行うため、看護過程の基礎を理解したうえで、

事例をもとに看護過程の展開方法を習得する。

到達目標
目標：対象の健康上の課題を解決するための看護過程の展開方法を学ぶ。

授業 自己学修課題 取組
担当者回 授業内容

方法 （予習・復習） 時間

I 看護過程とは
講義 講義前後に

1 1）看護過程の定義と看護過程各段階と相互関係
配布資料を読む

1時間 小野

2）看護過程を展開する際に基盤となる考え方

E 看護過程の各段階

1アセスメント
講義 講義前後に2 

1時間 小野1）情報の種類と情報収集の方法
配布資料を読む

2）ゴードンの機能的健康パターンによる情報収集と分類・

整理

2）問題解決過程の考え方による分析・解釈
講義 講義前後に

3 －分析・解釈
配布資料を読む

1時間 小野

－仮診断

3）関連図による統合
講義 講義前後に

4 －関連図作成 ※関連図の位置づけ
配布資料を読む

1時間 小野

・統合

2診断

1）看護診断と共同問題（二重焦点臨床実践モデル）
講義 講義前後に

5 2）看護診断とPES方式による表記
配布資料を読む

1時間 小野

3）共同問題の表記

4）優先順位の設定と問題リスト作成

3計画

1) 目標の明確化と表記方法 講義 講義前後に
1時間 小野6 

2) 目標の明確化と表記方法 配布資料を読む

3）看護診断と共同問題の看護計画の相違点

4 実施

1）実施の流れと実施後評価

2) 2）実施の記録の方法（SOAP形式による記録） 講義 講義前後に
1時間 小野7 

5 言平イ面 配布資料を読む

1）評価を行う時期と評価の進め方

2）評価の記録

看護過程・事例展開 小野

1）グループ分け（指定グノレーブρ）・担当教員紹介
個人ワーク 1時間

鈴木
演習

－リーダー・サブリーダーおよび司会・書記の順番確認
2時間
赤毛

GW  GW  8 
2）演習事例配布と演習展開の説明 丸茂

（講義時間外） 程度
3）演習事例の読み込み・データベースシート検討 杉山

平山

看護過程・事例展開
演習

個人ワク
1時間

※演習の計画については、講義時に別途計画表を配布
GW  2時間9 

GW  

（講義時間外）
程度

■■

■■



看護過程・事例展開 小野

演習 個人ワーク 1 時間
鈴木

赤毛
10 GW  G羽f 2時間

丸茂
（講義時間外） 程度

杉山

平山

看護過程・事例展開
演習

個人ワーク 1時間

11 GW  2時間
GW  

（講義時間外） 程度

看護過程・事例展開 演習 個人ワーク 1時間

12 GW  GW  2時間

（講義時間外） 程度

看護過程・事例展開 演習 個人ワーク 1時間

13 GW  GW  2時間

（講義時間外） 程度

看護過程・事例展開 演習 個人ワーク 1日寺間

14 GW  G羽7 2時間

（講義時間外） 程度
市

看護過程発表会 演習

15 小野

まとめ 講義

系統看護学講座専門分野 I 基礎看護技術I 基礎看護学②医学書院

教科書
看護診断ノ＼ンドブック著リンダ＇J.カノレペニート医学書院
※その他必要時指示あり

必要時資料配布

副読本 看護診断のためのよくわかる中範囲理論学研

評価方法 出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する

備考 演習時は、個人ワークを行ったうえで、毎週講義時間外のGWが必要です。

■■■



科目名 看護研究 担当教員 石井知亜子・西村直子

開講年次 2年次 授業形態 講義 時間数 I 30時間 単位 1単位

到達目標 l看護研究の意義と方法を理解し、専門職業人としての看護師に必要な研究態度を養う

単元名 学習内容 時間 方法

I研究と実践活動 1事例研究とは 2体験的症例集積研究 2 講義

（ 石井 ） 3実践の中から発見する研究課題 演習

4個の考え方 5EB N ：根拠に基づく看護

E研究の種類と特徴 I 1研究のデザインは問要か 2 

（ 石井 ） 2研究の間いの種類と研究デザインとの関係

3研究デザインの種類 4質的研究と量的研究

5実験研究と準実験研究 6調査方法の種類

E事例研究の重要性 l看護実践と研究 4 

（ 石井 ） 2事例研究の面白さと留意点

町事例研究の進め方 1課題を見つけ研究テーマをしぼり込む 4 

（石井） 2資料を収集する

3集めた資料をどう扱うか

4研究成果の発表

V看護研究の実際 1事例研究 I 1 4 

（ 西村 ） ①研究テーマの決定 ②研究計画書作成

③先行研究（文献検索）④レポート作成

2ディスカッション

VI看護研究のクリティ I1クリティークとは何か I 2 

ーク I 2クリティークするために必要な能力

（ 石井 ) I 3研究論文をクリティークするときの基準

4看護の研究論文をクリティークする際の留意点

四研究における倫理 I 1倫理とは何か I 2 

（ 石井 ) I 2看護研究における倫理
3研究において擁護されるべき権利

書
一
本
一
書
一
法
一

ヰ
一
士
一
む
一
図
一
方
一
考

耕
一
蹴
一
耕
一
冊
一
備

ナーシンググラフィカ 基礎看護学④看護研究 メディカ出版

看護学生のためのレポートの書き方教室照林社

看護における研究 日本看護協会出版会

出席状況・演習・レポート 30弘、筆記試験 70%



科目名 基礎看護学実習 I 担当教員 小野香

開講年次 1年次 授業形態 臨地実習 時間数 I 45時間 単位 1単位

［基礎看護学実習 I-1] 

病院の機能を知り、対象の療養生活の実際を理解する。

実習目的
［基礎看護学実習 I-2] 

対象の療養生活を理解し、対象の状態を考えた日常生活の援助技術を学ぶ。

［基礎看護学実習 I 1 ] 

1.病院の構造や機能を知る。

2.対象の療養生活を知る。

3.看護の実際を知る。

4.看護学生としての行動がとれる。

実習目標

［基礎看護学実習 I-2] 

1.対象の現在の状態が分かる。

2.対象の状態に応じた必要な援助を考え、安全・安楽に留意して日常生活の援

助ができる。

3.看護学生として倫理に基づいた行動ができる。

1 実習方法

臨地実習と学内実習と合わせて下記時間の実習を行う

基礎看護学実習 I-1 (15時間）

病院・病棟のオリエンテーションを受ける

看護師とともに行動し（シャドウイング）、看護活動の実際を見学する

基礎看護学実習 I 2 (30時間）

実習方法
対象の情報収集・分析解釈を行う

対象の状態に応じた援助を行う

個々の学生の体験を、カンファレンスなどを通してグノレーフ。メンバーで共有する

リフレクションを通して看護場面・看護実践を振り返り、看護の意味や価値を考え、

課題を見出す

2.実習内容

具体的な実習内容、方法は実習要項参照

評価方法 出席状況・実習態度・実習記録など実習評価項目に沿って総合的に評価



科目名 基礎看護学実習II 担当教員 小野香

開講年次 2年次 授業形態 臨地実習 時間数 I 90時間 単位 2単位

実習目的
看護の対象に関心を寄せ、対象を身体的・精神的・社会的側面から理解し、

科学的根拠に基づいた看護を展開する基礎的能力を養う。

1.対象を身体的・精神的・社会的側面から理解できる。

2.対象の状態に応じた看護過程の展開方法を理解する。

3. 対象の状態に応じた援助技術ができる。

4 行った看護を評価・考察できる。

5. 対象と良好な人間関係を築くことができる。
実習目標 6. 保健 e医療，福祉の連携について知ることができる。

7. 看護学生として倫理に基づいた行動ができる。

1. 実習方法

臨地実習と学内実習と合わせて上記時間の実習を行う

受け持ち患者の看護過程の展開を通して、対象に必要な看護を導き出す

自己の看護計画に基づいた看護を実践する

行った看護内容を評価・考察し、看護計画の修正を行う

個々の学生の体験を、カンファレンスなどを通してグノレーブロメンバーで、共有

し、メンバーの体験を追体験する

実習方法
2.実習内容

具体的な実習内容、方法は実習要項参照

評価方法 出席状況・実習態度・実習記録など実習評価項目に沿って総合的に評価



授業科目 成人看護学概論 担当教員 村山 由起子

開講年次 2年 授業形態 講義 時間数｜ 30 単位 1 

ライフサイクノレにおいて成人期にある人々を全人的に理解するために成人の身体的・心理

授業概要 的・社会的な特徴について学解説する。また成人の健康問題について多様な要因と発生する

諸問題について、生活環境・生活習慣等と関連づけて理解できるように解説する。

到達目標 1.成人期にある人の身体的心理的・社会的特徴を踏まえ、生活と健康問題について説明で

きる。

2. 成人保健動の動向を踏まえて、成人期にある人々の健康障害の特徴とその要因について

説明できる。

3. 成人看護学に必要な基本的概念と理論について説明できる。

授業 自己学修課題 取組
担当者回 授業内容

方法 （予習・復習） 時間

I成人期にある人の理解
講義 復習 1 村山1 成人とは

2.成人であることの自覚

3.成人の特徴の概要

2 
4.仕事からみた成人期の特徴

5.地域からみた成人期の特徴 講義 復習 1 村山

6.成人と死

7. フイフサイクノレと発達課題

8.成長発達のアセスメントポイント
3 9.成人の区分 講義 復習 1 村山

10.発達課題の対比

4 
II身体機能の特徴

1.青年期の特徴 講義 復習 1 村山

2.壮年期の特徴
3. 向老期の特徴

4.国試に向けての小問題

III健康生活を育む看護
講義 復習 1 村山5 1 ヘルスプロモーション

2.疾病の予防の種類

3.健康日本21
講義 復習 1 村山6 4.健康増進法について

5.保健行動と病気行動

N成人期にある人の学習の特徴
講義 復習 村山7 1.学習過程に影響を及ぼす要因

2.成人教育学について

3.成人の学習に対する指導上の留意点

8 
4.成人学習者の特徴

5. 自己効力について 講義 復習 村山

6.生活ストレスに関連する健康問題

6.健康ストレスに関連する健康問題
講義 復習 1 村山9 

V適応を促す
10 1.危機的状況からの回復を支える 講義 復習 1 村山

2.適応すること

3.セクシュアリアイに関連する健康障害
11 講義 復習 1 村山



12 
VI職業に関連する健康障害

1 労働衛生管理の基本 講義 復習 1 村山

2.労働衛生の3管理と看護職の支援内容

13 
3.労働者の健康障害
4.職業性疾病の予防と対応 講義 復習 1 村山

5.国試に向けての小問題

14 
VII余暇活動に伴う健康障害

1.余暇とは何か 講義 復習 1 村山

2圃余暇活動の意義
3.成人期の余暇活動の特徴

4.成人期における余暇活動と健康障害
5.余暇活動の伴う健康障害の予防と対策
6.障害のある人の余暇活動

Vlll HIV・エイズ
15 1.エイズ対策の歩み 講義 復習 村山

2.感染の統計及び推移
3.対策と世界の動向

教科書

ナーシンググラフィカ 成人看護学①成人看護学概論 メディカ出目反

国民衛生の動向厚生労働統計協会

参考書・参考文献

授業中に適宜指示します。

評価方法

筆記試験（80%）、課題レポート及び授業貢献度（20%)

学習へのアドバイス 成人の発達段階、成人領域に関連する理論等について、学習を深めてください

成人看護学全体のベースになる科目として、復習をしっかり行ってください



科目名 成人看護学方法論I 担当教員 鈴木幸枝

開講年次 1年次 授業形態 講義 時間数 30 単位 1 

授業の概要 慢性期の看護：セルフマネジメント・疾患に対する看護の実際

到達目標 1. 慢性的に経過する様々な健康障害をもっ成人の特徴を理解し、対象やその家族に及ぼす影響を

理解する。

2.慢性的に経過する様々な健康障害をもっ成人がセルフケアを促進し、その人らしい健康生活を

維持するための支援方法を学ぶ。

回 授業内容
授業 自己学修課題 取組

担当者
方法 （予習・復習） 時間

1 慢性期の看護① 講義
授業の予習・復習

1 鈴木

2 慢性期の看護② 講義
小テスト振り返り

予習：糖尿病
1 鈴木

課題プリント

3 セノレフマネジメント 講義
小テスト振り返り

鈴木1 

4 看護の実際～代謝機能障害：糖尿病 講義
予習：呼吸器

課題プリント
1 鈴木

病態と症状、治療、セルフマネジメント他

5 看護の実際～代謝機能障害・糖尿病 講義
小テスト振り返り

予習： GW課題
1 鈴木

看護技術（血糖測定・フットケア）

6 看護の実際～代謝機能障害：糖尿病 GV.「
事例仕上げ

1 鈴木

事例検討

7 看護の実際～呼吸機能障害： COPD・気管支瑞息 講義
予習・腎機能

課題プリント
1 鈴木

病態と症状、治療、看護、セルフマネジメント他

8 看護の実際～呼吸機能障害： COPD・気管支瑞息 講義
小テスト振り返り

予習： GW課題
1 鈴木

看護技術（吸入療法・在宅酸素療法・ NPPV他）

9 看護の実際～呼吸機能障害： COPD・気管支晴息、 GW  
事例仕上げ

1 鈴木

事例検討



10 看護の実際～腎機能障害：慢性腎臓病 講義
予習：循環器

課題プリント
1 鈴木

病態と症状、治療、看護、セルフマネジメント他

11 看護の実際～腎機能障害圃慢性腎臓病 講義
小テスト振り返り

1 鈴木

看護技術（血液透析・腹膜透析他）

12 看護の実際～循環機能障害：慢性心不全・不整脈 講義
予習：消化器

鈴木
課題プリント

病態と症状、治療、看護、セノレフマネジメント他

13 看護の実際～循環機能障害固慢性心不全・不整脈 講義
小テスト振り返り

鈴木

看護技術（心臓リ ρ ビリテーション・

心臓デバイス植え込み患者への教育支援他）

14 看護の実際～消化機能揮害：肝硬変 講義
授業の予習・復習

1 鈴木

病態と症状、治療、看護、セルフマネジメント他

15 看護の実際～消化機能障害：肝硬変 講義
小テスト振り返り

1 鈴木

看護技術（インターフエロン療法時の教育支援・

腹腔穿刺他）

教科書 ナーシンググラフィカ 成人看護学③ セルフマネジメント メディカ出版

系統看護学講座専門分野II 成人看護学①②③⑤⑥⑧ 医学書院 （必要時に指示）

参考書・参考文献

成績評価の方法 出席状況、筆記試験（小テスト・終講試験）、レポート等で総合的に評価する

学習へのアドバイス －授業の最後に小テストを実施しますので、授業をしっかりと聞くようにしてください。

－看護の実際は、すでに履修している解剖生理・病態から振り返り、

看護について学びます。

他の授業で教えていただいた内容について振り返り授業に臨みましょう。



科目名 成人看護芋方法論II 担当教員 山田異人・村山由起子

開講年次 2年次 授業百主態 講義 時間数 30 単位

急性期看護じた鞘敷と念住期に必要な理論を耳鳴平し、急J住期にある対象の鞘致、疾病や治療、周手術期看護lこっし可解
授業の概要 説する。急d耳切にある対象とその家族に対してアセスメントに必要な看護の視点を明確にし、生命じと危強的状況や日

常生活と異なる状況下での看護を角離する。また、患者・家族の身体・心理・社会的健康問題を取り上げ、急時月医

療に関わる医療チームの役割と連携について解説する。

1.急J↑生期看護の概念とそ¢鞘敷・課題を明確にし、急J閏月看護に必要な珪蜘こっし、て説明できる。
到達目標 2.急性期にある患者・家族の鞘敷を理解し、対象に応じた基本的な看護のあり方を説明できる。

3.急性期の看護として、とくに外科治療に伴う周手術期看護および危強的状況に陥った患者の看護につい守期月でき
る。

4.術前から術後に至る過程で記こる健康上の問題をアセスメントし、看護計画を作成できる。

5.念↑生期看護における医療チームメンノ〈ーの役割.J昌秀と看護の専門「生について説明できる。

回 授業内容
授業 自己学修課題 取組

方法 （予習・復習） 時間
担当者

1 
I.健康最強状況

1. 成人の瑚草 講義 本日の復習 1 山田

2目看護方法の検討及び患者の者隻

2 
E周手術期におこる生体の変化

講義
1.外科的侵襲から回復期の生体即芯及ひそ外科的侵襲の種類

本日の復習 1 山田

3 
田急性期看護擁命

1.急性調看護の樹教と課題 講義 本日の復習 1 山田

2.急性期の主要症状とメカニズム

4 
4.周手術期晴護じて鞘教と課題

5.術前・術中・術後の看護の目標 講義 本日の復習 1 村山

6.手術を受ける患者・家族の特性

7.急性期特有の宥議萌命

5 
IV肺切断貯を受ける患者の看護
1.肺がんの柑敷・検査・治療 講義 本日の復習 村山

2.術前のアセスメント、術千妥合併症のリスクアセスメント、
合仰宣予防と看護

6 
V消化・吸収障害のある患者の看護

I 消化講系ぐ食道～大腸 if;構造と機能 講義 本日の復習 1 村山

2.麗蕩の病因・分類・治療・検査

3司術前・初識の看護・アセスメント

7 
VI胃切除術を受ける患者の看護

I目胃がんの分類・検査・治療 講義 本日の復習 1 村山

2.術前のアセスメント、術後合併症のリスクアセスメン卜
合的主予防と看護

8 
VIB亘再建術を受ける患者の看護
食道が人の分類・検査・治療 本日の復習 1 

術書官のアセスメント、術後合｛荊主のリスクアセ
講義 村山

スメント、合併症予防と看護

澗備日（手順）の手術を受ける患者の看護

手Lil泉の疾患について 本日の復習 1 村山

9 術前・術後の看護・アセスメント 一講義

術後に起こりやすし、障害と指導

区循環器の障害のある患者の看護

1l;織の構造と機能 本日の復習 村山

10 健闘轄の糊と治療の糊 講義

1L;儲カテーテノレによる検査と治療時の看護

X経皮的通勤脈インタ」ベンション（PCI）を受ける患者の

看護 本日の復習 1 村山

11 PCIの程頭、週芯、禁忌 講義

PCI時の看護

XI1L'11蔵手術を受ける患者の看護

12 術前のアセスメント、術後合イ芥症のリスクアセスメント、合併 講義
本日の復習 1 村山

症予防と看護



1L粕動下通勤脈パイノ号ス術を受ける患者の看護
術前のアセスメント、術後合悌庄のリスクアセスメント、

合併症予防と看護

｝型開更機能障害のある患者の看護

13 
直腸切附子・人IJl工門造設術を受ける患者の宥護 本日の復習 村山

市!tr前のアセスメント、術後合併症のリスクアセスメント、 講義

合開E予防と看護
xm脳神経機能障害のある患者¢看護
I断申経系の構造と機能 本日の復習 村山

14 脳・神経疾患、じと鞘教と治療(f;鞘数 講義

開頭刊陥直志¢疾患と検査

XIV脳瞳嘉・脳F動即J曙摘出術を受ける患者の看護
術前のアセスメント、術後創井症のリスクア 本日の復習 村山

15 セスメント、合悌主予防と看護 講義

まとめ

耕ヰ書
「系看別巻1 臨床外科看護総論」（医学曹関

「系統看護学講座専門2.3. 5. 7. 10」（医学聾泊

参考書・参考文献 「系看別巻2 臨床タ同斗看護各論J（医学書院）

劇嘉平価の方法 筆記試験（80%）、課題レポート及び授業貢献度 (20%)

学習へのアドバイス
解剖生理学I、L E、町及び疾病と治療I、E、E、Vとの関連性を十分考慮し、学習に臨むこ
とを期待します。



科目名 成人看護学方法論III 担当教員 鈴木幸枝

開講年次 2年次 授業形態 講義 時間数 30 単位 1 

授業の概要 回復期における看護：セルフケアの再獲得・リハビリテーション看護・疾患に対する看護の実際

到達目標 1. 回復期における成人の特徴を理解し、対象やその家族に及ぼす影響を理解する。

2.セルフケアが低下した成人の特徴を踏まえ、生活の再獲得ー再構築が必要な人への

支援方法を学ぶ。

3. リハビソテーションの概念を理解し、リハビリテーションにおける看護の役割と

援助方法を学ぶ。

回 授業内容
授業 自己学修課題 取組

担当者
方法 （予習・復習） 時間

回復期における看護① 講義
授業の予習・復習

1 鈴木

2 回復期における看護② 講義
授業の予習・復習

1 鈴木

3 回復期における看護③ 講義
復習：

小テスト振り返り
1 鈴木

4 リハビリテーションとは 講義
予習：変形性膝関節症

鈴木
課題プリント

5 チームアプローチと看護の役割 講義
チーム医療について

鈴木
レポート作成

6 看護の実際～変形性関節症 講義
予習：脳卒中

課題プリント
1 鈴木

7 看護の実際～変形性関節症 講義
復習：

小テスト振り返り
1 鈴木

8 看護の実際～脳卒中 講義
予習：関節Yウマチ

課題プリント
1 鈴木

9 看護の実際～脳卒中 講義
復習－

鈴木1 
小テスト振り返り

10 看護の実際～関節リウマチ 講義
予習：脊椎損傷

1 鈴木
課題プ3ント

11 看護の実際～関節リウマチ 講義
復習：

鈴木1 
小テスト振り返り



看護の実際～脊椎損傷 講義
予習：ストマ造設

鈴木12 1 
課題プリント

13 看護の実際～脊椎損傷 講義
復習：

小テスト振り返り
1 鈴木

14 看護の実際～ストマ造設 講義
授業予習・復習

1 鈴木

15 看護の実際～ストマ造設 講義
復習：

小テスト振り返り
1 鈴木

教科書 ｜ナーシンググラフィカ 成人看護学〔2健康危機状況／セルフケアの再獲得、

ナーシンググラフィカ 成人看護学⑤リハビリテーション看護 メディカ出版

系統看護学講座 専門分野II 成人看護学①⑤⑦⑩医学書院（必要時に指示）

参考書・参考文献

成績評価の方法 ｜出席状況、筆記試験（小テスト・終講試験）、レポート等で総合的に評価する

学習へのアドバイス｜・授業の最後に小テストを実施しますので、授業をしっかりと聞くようにしてください。

－看護の実際は、すでに履修している解剖生理・病態から振り返り、

看護について学びます。

他の授業で教えていただいた内容について振り返り授業に臨みましょう。



科目名 成人看護学方法論N 担当教員 丸茂ひろみ

開講年次 2年次 授業形態 講義 時間数 30 単位 1 

授業の概要 患者とその家族が体験する長期にわたる治療に伴う苦痛、がんに特徴的な身体的、心理・社会的、霊的苦痛

を理解し、がんとの共生を支える看護および緩和ケアを学ぶ，

到達目標 I，がん・難病をもっ成人、終末期にある成人の特徴を理解し、対象やその家族に及ぼす影響を理解する。

2.がん・難病をもっ成人がセルフケアを促進し、その人らしい健康生活を維持するための看護方法を学ぶ。

3.終末期にある成人の看護方法を学ぶ。

回 授業内容
授業 自己学修課題 取組

担当者
方法 （予習・復習） 時間

緩和ケア概論① 講義 p12～29 1 丸茂

2 I 緩和ケア概論② 講義 p29～44 1 丸茂

3 II 身体症状とその治療・看護① 講義 p46～75 1 丸茂

4 II 身体症状とその治療・看護② 講義 p76～103 1 丸茂

5 II 身体症状とその治療・看護③ 講義 pl04～133 1 丸茂

6 II 身体症状とその治療・看護④ 講義 p133～142 1 丸茂

7 III 精神症状とその治療・看護 講義 p144～172 1 丸茂

8 IV 社会的ケア

講義 P174～198 1 丸茂

v スピリチュアルケア

9 VI 意思決定とコミュニケーション 講義 p200～218 1 丸茂

10 VII 在宅緩和ケア 講義 p220～236 1 丸茂

11 Vlll 臨死期のケア 講義 p238～254 1 丸茂

12 IX 家族ケア 講義 p256～268 1 丸茂

13 x 緩和ケアと生命倫理 講義 p270～282 1 丸茂

14 XI 非がん疾患の緩和ケア 講義 P284～293 1 丸茂

15 まとめ 講義 1 丸茂

教科書 ナーシンググラフィカ 成人看護学⑥緩和ケア メディカ出版

参考書園参考文献 系統看護学講座専門分野H 成人看護学④⑤⑦⑪ 医学書院



成績評価の方法 出席状況、筆記試験、レポート等で総合的に評価する

学習へのアドバイス 緩和ケアは、終末期にある人だけに限らず、がんと診断された人や他の難病などの

人々がよりよい生を営むために必要な包括的全人的なチームアプローチによるケア

です。看護職者として必要な視点・考え方を学べるよう主体的・積極的な取り組みを

期待します。



科目名 一学演習 I Hl.':13~~ I山起子同子
開講年次 2年次 ｜牒形態 ｜輯演習 ｜時間数 130時間 ｜単位 卜単位

1 

2 

3 

4 

5 

授業の概要
1.専門基礎分野の科目（解剖生理学、治療論、薬理学、栄養学、疾病と治療、病理学など）、看

護過程、成人看護学方法論I、E、Eなどで学んだ知識を統合・活用し看護過程が展開でき

る。

2. 主体的な学習態度とその方法を習得することができる。

到達目標
1. 看護過程の基礎知識を想起し，構成要素が説明できる。

2. M.ゴードンの「機能的健康パターン」を用いて，情報を収集・整理することができる。

回

3. 収集した情報から，「パターンにおける分析の視点」に基づいた情報群や看護問題（看護診断）の

手がかりとなる情報群をつくることができる。

4. 看護問題（看護診断）の存在を確認するために，科学的根拠に基づいて，原因・誘因，症状・徴候の

有無3成り行き，看護の必要性を導き出すことができる。

5. 各パターンの分析結果を基に、パターン聞の関連性をみいだし、患者の全体像を明らかにするこ

とができる。

6. 患者の全体像に基づいて，看護問題（看護診断）を明らかにすることができる。

7. 看護問題（看護診断）の優先度を決定できる。

8. 看護問題（看護診断）について，問題解決のための目標を設定することができる。

9. 看護診断を解決するための看護計画が立案できる。

10.看護計画に基づいた実践の結果を評価することができる。

11.必要な学習の準備を整えることができ、グループロでの協同作業に積極的に参加し、建設的な

意見を述べることができる。

授業 自己学修課題 取組
担当者授業内容

方法 （予習・復習） 時間

①看護過程演習、学習目的・学習目標・役割等
講義 復習 1 村山

②記録用紙の使い方について

③看護過程の基礎知識（定義，学ぶ必要性，プロセス
GW  予習 杉山

など）について想起

④ゴードンによる『11の機能的健康パターン』のア

セスメントツ ノレ配布

⑤ゴードンによる『11の機能的健康パタ ン』のア
講義

セスメントツールについて説明
復習・予習 1 村山

⑥事例説明： 1 胃癌の周手術期
GW  杉山

事例を読み込み、看護過程記録用紙1：データベー

スjに記載

①各自で仕上げた病態関連図を基にグル プでそ
講義 復習・予習 1 村山

の事例の病態関連図の仕上げ

② 事例のわからない点について，各自もしくはグ
GW  杉山

ノレープで引き続き学習し，病態や患者の背景，心

理状態を理解

③各自で仕上げたデータベースを基にして、グルー

プワークを活用して、データベースアセスメント

をアセスメント記述欄に記述

①各自で仕上げたデータベースを基にして、グノレ
講義

プワークを活用して、データベースアセスメント
復習・予習 1 村山

をアセスメント、仕上げる
GW  杉山

①フォーカスアセスメントの作成
GW  復習・予習 1 村山

フォーカスするパターンを決定し、

アセスメントについて GWを行う。
杉山



6 
①フォーカスアセスメントの作成

講義 復習・予習復習 1 村山
フォーカスするパターンを決定し、

アセスメントについて GWを行う。
杉山

7 
①全体関連図を個人で仕上げる。

講 義 復習司予習 1 村山
看護診断を個人で特定

②看護計画立案に向けての準備 G羽7 杉山

8 ①全体関連図を個人で仕上げる。 講義 復習・予習 1 村山

看護診断を個人で特定
GW  杉山

②看護計画立案に向けての準備

9 ①看護目標の設定 講義 復習ー予習 村山

②看護計画立案 杉山

10 
①その後の経過を踏まえ、 SOAPについて説明

講義 復習・予習 村山
資料配布、その後の経過を考える

GIA.「 杉山

11 ①SOAPを記載する。 講義 復習・予習 1 村山

SOAPについて、グループで検討する。 GW  杉山

①評価について説明
講義 復習・予習 村山12 1 

事例全体を整理する。

GW  杉山

①所定の様式に従って「看護過程記録」を整理
講義 復習・予習 村山13 1 

②事例 2:COPD増悪期を脱し回復期に向かってい

GW  杉山
る患者の看護について説明

14 事例 2:COPD増悪期を脱し回復期に向かってい 講義 復習・予習 1 村山

る患者の看護について アセスメントと看護の視点 杉山

について

15 看護過程全般に対する説明 講義 復習・ 1 村山

GW  杉山

教科書
リンダJ.カルペニート；看護診断ハンドブック最新版 匿学書院

疾患別看護過程の展開（第5版）、基礎看護技術I、このほか配布資料あり

参考書・参考文献
参考図書
マジョリー・ゴードン著、江川隆子訳，ゴードン博士の看護診断アセスメント指針照林社

検査学、薬学、疾病学、解剖生理学、基礎看護学等で使用したすべての教科書・参考書

学習へのアドパイ 毎回のグ、／レーフoワークの前準備として、個人ワークの課題を出しますので、個々の学習を必ず行



って、授業に参加してください。また、 GWを積極的にかつ効果的に実施してください。
ス



科目名 老年看護学概論 担当教員 武森勢津子

開講年次 1年次 授業形態 講義 ・GW 時間数 15時間 単位

到達目標
1圃老年期にある対象の身体的圃精神的・社会的機能の特徴を理解できる。

2.高齢者を取り巻く社会の動向と保健・医療・福祉制度の現状がわかる。

3.老年期にある対象の人権および倫理問題を考えることができる。

4.老年看護の特徴を理解し、老年看護に携わる者の責務を考えることができる。

単元名 学習内容

I .老いるという 1. 老いを学ぶ入口

こと、老いを生き 2. 老いるということ

るということ 1）加齢と老化

2）身体的側面の変化

高齢者の生理的特徴（老年看護病態・疾患論）

3）心理的側面の変化

4）社会的側面の変化

3. 老いを生きるということ

1）老年期とは

2）老年期の発達課題

3）老いを生きる人々のまなざし

E 高齢社会止 I1 師会の問輪郭

会保障 2.高齢社会における保健医療福祉の動向

1）高齢者とソーシヤノレサポート

2）保健医療福祉システムの構築

3）高齢者を支える職種と活動の多様化

3. 高齢社会における権利擁護

1）高齢者に対するスティグマと差別

2）高齢者虐待

3）身体への拘束

4）権利擁護のための制度

皿 老年看護の基 I1 老年看護のなりたち
盤 2.老年看護の役割

教科書

副読本

評価方法

備考

3.老年看護に携わる者の責務

系統看護学講座専門分野E 老年看護学医学書院

系統看護学講座専門分野E 老年看護病態・疾患論 医学書院

筆記試験 80% 授業への参加状況・レポート等 20%

時間

8 

4 

4 

1単位

方法

講義

と

GW  

講義

と

GW  

講義

と

GW  



科目名 老年看護学方法論I 担当教員 伊藤元子

開講年次 2年次 授業形態 授業 GW  時間数 30時間 単位 I単位

授業の概要 老年期の「健康」について、加齢による、身体的・精神的・社会的変化を理解し、老年者の「生活jに

焦点をあてた看護を考える。

到達目標 1.老年者の身体的変化を理解し、老年者が健康な生活を送るために必要な援助を考えることができる。

2.高齢者の特徴を踏まえた日常生活援助を考えることができる。

回 授業内容
授業 自己学修課題 耳兄組

担当者
方法 （予習・復習） 時間

1 高齢者のアセスメント 講義 長~p86 ～97 60分 伊藤

フヘノレスアセスメントの基本
予習：教科書精読

復習：要点まとめ

2 高齢者のアセスメント 1 講義 告 P97～120 60分 伊藤

身体の加齢変化とアセスメント
予習：教科書精読

復習：要点まとめ

3 高齢者のアセスメント 2 講義 長bp 97～120 60分 伊藤

身体の加齢変化とアセスメント
予習：教科書精読

復習：要点まとめ

4 高齢者の日常機能を整える看護 講義 毎 P121～134 60分 伊藤

基本動作と環境のアセスメント
予習：教科書精読

復習：要点、まとめ

5 高齢者の日常機能を整える看護 講義 曾 p 134～141 60分 伊藤

転倒のアセスメントと看護
予習：教科書精読

復習：要点まとめ

6 高齢者の日常機能を整える看護 講義 曾 p 142～146 60分 伊藤

廃用症候群のアセスメントと看護 p 334～338 

予習：教科書精読

復習：要点まとめ

7 高齢者の日常機能を整える看護 講義 ⑮ p 146～161 60分 伊藤

食事に対する看護
予習：教科書精読

復習：要点まとめ

8 高齢者の日常機能を整える看護 講義 骨 p 161～172 60分 伊藤

排i世に対する看護
予習：教科書精読

復習：要点まとめ

9 高齢者の日常機能を整える看護 講義 重b p 172～185 60分 伊藤

清潔の看護
予習：教科書精読

復習：要点まとめ



10 高齢者の日常機能を整える看護 講義 ⑨ p 185～198 60分 伊藤

生活リズム
予習教科書精読

復習・要点まとめ

11 高齢者の日常機能を整える看護 講義 長b p 198～213 60分 伊藤

高齢者とのコミュニケーション
予習：教科書精読

復習：要点まとめ

12 検査を受ける高齢者の看護 講義 告 213～224 60分 伊藤

セクシャリティ・社会参加
予習：教科書精読

復習要点まとめ

13 健康逸脱からの回復を促す看護 講義 告 P226～238 60分 伊藤

発熱・悲痛ー掻痔
予習：教科書精読

復習：要点まとめ

14 健康逸脱からの回復を促す看護 講義 場 238～248 60分 伊藤

脱水・幅吐・浮腫・倦怠感
予習：教科書精読

復習：要点まとめ

15 健康逸脱からの回復を促す看護 講義 骨 P248～254 60分 伊藤

祷癌
予習：教科書精読

復習：要点まとめ

教科書 系統看護学講座専門分野II 老年看護学

系統看護学講座専門分野II 老年看護病態・疾患論

参考書・参考文献 適宜提示

成績評価の方法 筆記試験 80% 小テスト（不定期事前に通達）出席状況・授業態度・提出物20%

学習へのアド、パイス これからの社会変化において 2025年問題と言われるように、後期高齢者の増加が見込ま

れています。日常関わることが少なくなった高齢者ですが、高齢者の総合的な特徴を知関

わることで、良い人間関係を築けます。積極的に加齢変化に興味を持ち学んでゆきましょ

フ。



科目名 老年看護学方法論II 担当教員 伊藤元子

開講年次 2年次 授業形態 授業 ・GW 時間数 30時間 単位 l単位

授業の概要 老年の特徴を踏まえ、疾病・障がいを持つ老年に高齢者に対する状況・症状別看護の視点を予防を重視し

た看護の基本を学ぶ。

到達目標 疾病・障がいを持つ老年の特徴について理解できる。

2. 老年患者の状況別・症状別看護の視点と看護の基本を理解できる。

3. 健康障害に応じた援助方法を理解する。

回 授業内容
授業 自己学修課題 取組

担当者
方法 （予習・復習） 時間

1 健康逸脱からの回復を促す看護 講義 骨P254～263 60分 伊藤

脳卒中・心不全・糖尿病・慢性閉塞性疾患
予習：教科書精読

復習：要点まとめ

2 健康逸脱からの回復を促す看護 講義 岳P263～269 60分 伊藤

慢性閉塞性疾患・がん・パーキンソン
予習：教科書精読

復習：要点まとめ

3 健康逸脱からの回復を促す看護 講義 骨P270～275 60分 伊藤

インフルエンザ・肺炎
予習：教科書精読

復習：要点まとめ

4 健康逸脱からの回復を促す看護 講義 骨P275～282 60分 伊藤

骨粗霧症・骨折他
予習：教科書精読

復習：要点まとめ

5 認知機能障害のある高齢者の看護I 講義 教P292～316 60分 伊藤

うつ・せん妄・認知症
予習教科書精読

復習：要点まとめ

6 認知機能障害のある高齢者の看護II 講義 ⑧P292～316 60分 伊藤

うつ・せん妄・認知症
予習．教科書精読

復習：要点まとめ

7 検査を受ける高齢者の看護 講義 骨P317～326 60分 伊藤

予習：教科書精読

復習：要点まとめ

8 手術を受ける高齢者の看護 講義 骨P327～333 60分 伊藤

予習：教科書精読

復習：要点、まとめ

9 リハビリテーション＠入院治療を受ける高齢者の看 講義 動P334～345 60分 伊藤

予習：教科書精読



護
復習：要点まとめ

10 エンドオブライフケア 講義 骨P347～358 60分 伊藤

予習：教科書精読

復習：要点まとめ

11 生活・療養の場における看護 講義 盛P359～373 60分 伊藤

高齢者とヘルスフ。ロモーション
予習：教科書精読

復習：要点まとめ

保健医療福祉施設・居住施設における看護

12 生活圏療養の場における看護 講義 毎P373～385 60分 伊藤

治療・介護を必要とする高齢者・家族の看護
予習：教科書精読

復習：要点まとめ

13 高齢者のリスクマネージ、マント 講義 昏P387～406 60分 伊藤

高齢者と医療安全災害看護
予習教科書精読

復習：要点まとめ

14 高齢者の特徴をいかした看護過程の考え方 講義 昏P408～421 60分 伊藤

高齢者と災害看護
予習：教科書精読

復習：要点まとめ

15 老年看護学実習に向けての取り組み 講義 配布資料 60分 伊藤

まとめ
予習・教科書精読

復習：要点まとめ

教科書 系統看護学講座専門分野II 老年看護学

系統看護学講座専門分野II 老年看護病態・疾患論

参考書ー参考文献 適宜提示

成績評価の方法 筆記試験 80%。 小テスト（不定期事前に通達）出席状況・授業態度・提出物 20%

学習へのアド、パイス 高齢者の健康逸脱から終末期、地域資源など広く学んでいきます。老年看護学概論、老年

看護学方法論Iで学習した内容を復習すること。また、高齢者の看護の展開に必要な解剖

生理、疾患や日常生活援助等の知識を整理しながら授業に臨んで下さい。J



科目名 老年看護学演習 担当教員 伊藤元子

開講年次 2年次 授業形態 講義 時間数 30時間 単位 1単位

授業の概要 生活者として高齢者をとらえるために必要なアセスメントの視点と疾患や障害に対するアセスメント

の視点を事例を通じて学ぶ。事例に必要な看護計画を立案し、演習を通して実践・評価を行い高齢者への

看護を学ぶ。

到達目標 1圃 老年患者の状況別・疾患別看護の視点を理解できる。

2. 事例を通じて、老年期にある対象の看護過程を展開できる。

回 授業内容
授業 自己学修課題 取組

担当者
方法 （予習・復習） 時間

1 看護過程演習のガイダンス 講義 ＠看護過程授業の 60分 伊藤

看護過程演習 L① 大腿骨頚部骨折患者 演習 復習

情報の整理 長島事例疾患理解

簡素記録用紙 1完

成

2 看護過程演習 1－② 大腿骨頚部骨折患者 講義 骨看護記録用紙2 60分 伊藤

情報の整理アセスメント 演習 を完成させる

3 看護過程演習ト③大腿骨頚部骨折患者 アセスメ 講義 骨看護過程記録用 60分 伊藤

ント 関連図作成 演習 紙3・4を記入

4 看護過程演習 1－④大腿骨頚部骨折患者 関連図） 講義 毎看護過程記録用 60分 伊藤

演習 紙3・4完成

5 看護過程演習ト⑤大腿骨頚部骨折患者 アセスメ 講義 ⑮看護過程記録用 60分 伊藤

ントの統合（関連図・看護の焦点の抽出・看護目標） 演習 紙3・4・5記入

6 看護過程演習ト⑥大腿骨頚部骨折患者 アセスメ 講義 命看護過程記録用 60分 伊藤

ントの統合（関連図・看護の焦点の抽出・看護目標） 演習 紙3・4・5完成

7 看護過程演習ト⑦大腿骨頚部骨折看護計画立案 講義 ⑪看護過程記録用 60分 伊藤

演習 紙6を完成

8 看護過程演習 1－③大腿骨頭部骨折看護過程の展 講義 記録用紙1～ 6全 60分 伊藤



開意見交換 演習 て完成させ提出

9 看護過程漬習2-(D脳血管障害のある高齢者 講義 長島事例疾患理解 60分 武森

情報の整理アセスメント 演習 簡素記録用紙 1完

成

10 看護過程演習ι② 脳血管障害のある高齢者 講義 場看護記録用紙2 60分 武森

アセスメントの統合 演習 完成

11 看護過程演習2－③脳血管障害のある高齢者 講義 骨看護過程記録用 60分 武森

アセスメントの統合・関連図作成 紙3・4記入

12 看護過程演習2－④ 脳血管障害のある高齢者 講義 骨看護過程記録用 60分 武森

アセスメントの統合（関連図・看護の焦点の抽出・看 演習 紙3・4記入。

護目標）

13 看護過程演習2－⑦脳血管障害のある高齢者 講義 ⑫看護過程記録用 60分 武藤

アセスメントの統合（関連図・看護の焦点の抽出ー看 演習 紙3・4・5完成

護目標）

14 看護過程演習2－⑧脳血管障害のある高齢者 講義 骨看護過程記録用 60分 武藤

看護計画の立案 演習 紙6完成

15 まとめ・総括 講義 ⑨記録用紙1～ 6 60分 武森

j寅習 全て完成させ提出 伊藤

教科書 系統看護学講座専門分野II 老年看護学

系統看護学講座専門分野II 老年看護病態・疾患論

参考書・参考文献 看護診断ハンドブック．医学書院

看護過程授業資料

成績評価の方法 筆記試験 60% 出席状況 a 授業態度・提出物40%

学習へのアドバイス 老年の特徴や生活行動モデ、ノレを理解し、科学的根拠に基づ、いたアセスメントと看護計画の

立案ができるよう、既習の基礎専門科目、看護専門科目の復習をしっかり行い、クツレープ



ワークにおいても主体的な学習態度を期待します。



科目名 小児看護学概論 担当教員 吉田ゆかり・石井知亜子

開講年次 1年次 授業形態 講義 時間数 15時間 単位 1単位

到達目標 小児の特徴を学び、看護の機能と役割を理解する。

単元名

I小児看護の特徴

と理念（石井）

学習内容 時間

2 

方法

講義1小児看護の目ざすところ

2小児と家族の諸統計

3小児看護の変遷

4小児看護における倫理

5小児看護の課題

E子どもの成長・ I1成長・発達とは

発達（吉田） I 2成長・発達の進み方（一般的原則）
3成長ー発達に影響する因子

4成長の評価

5発達の評価

2 

皿子どもの栄養 I 1子どもにとっての栄養の意義

（石井） I 2子どもと食育

3食事摂取基準

4発達段階別の子どもの栄養の特徴と看護

2 

町新生児・乳児 ｜形態的特徴・身体生理の特徴等と養育・看護

（石井）

V幼児学童 ｜形態的特徴身体生理の特徴等と養育看護

（石井）

羽思春期 青年期｜形態的特徴生理的特徴等と看護

の子ども（石井）

2 

2 

2 

1壇家族の特徴とア I1子どもにとっての家族とは
セスメント（石井） I 2家族アセスメント

2 

田子どもと家族を I1児童福祉 2母子保健

取り巻く社会 I 3医療費の支援 4予防接種
（吉田） I s学校保健 6特別支援教育

7臓器移植法

2 

国
市
一
林
一
一
四
一
考

耕
一
ほ
一
価
一
備

毒
一
一
匡
一
評
一

系統看護学講座専門分野E 小児看護学概論・小児臨床看護総論小児看護

学① 医学書院

出席状況・筆記試験 100%



科目名 小児看護学方法論I 担当教員

開講年次 2年次 授業形態 講義 時間数 I 30時間

到達目標 ！小児の主な疾患の病態・診断・治療について理解できる。

単元名 ｜ 学習内容

I染色体異常・胎 I1主な疾患
内環境により発症｜・ダウン症候群 18トリソミー症候群 など

する先天異常

（梶原）

E新生児の疾患

（梶原）

皿主な疾患、

（梶原）

1主な疾患

1代謝性疾患

2内分泌疾患

3免疫疾患・アレルギー性疾患・リウマチ性疾患

4感染症

5呼吸器疾患

6循環器疾患

7消化器疾患

8血液・造血器疾患

9悪性新生物

10腎・泌尿器および生殖器疾患

11神経疾患

12運動器疾患

13皮膚疾患

14眼疾患

15耳鼻咽喉疾患

16精神疾患

17事故・外傷

梶原康巨

単位 1単位

時間｜方法

3 o I講義

教科書

副読本

評価方法

備考

系統看護学講座専門分野E 小児臨床看護各論小児看護学② 医学書院

出席状況・筆記試験 100%



科目名 小児看護学方法論II 担当教員 小山京子

開講年次 2年次 授業形態 講義 時間数 30時間 単位 1単位

子どもに健康問題が生じた場合は、家族の悲しみやとまどいははかりしれず、より専門的できめの細か

い支援が求められる。そのためここでは、子どもを一人の人間として捉え尊重できるよう、主な疾患・症

授業の概要

状の看護、子供の状況（環境）や疾病の経過における子どもと家族の看護、子どもの虐待と看護について

主に学習していく。

1.小児の状況や疾病の経過における子どもと家族の看護について理解できる。

到達目標 2.小児の健康障害の特徴を理解し、起こりやすい症状に対する看護が理解できる。

3.主な疾患の病態・診断・治療とそれに伴う看護について理解できる。

回 授業内容
授業 自己学修課題 取組

担当者
方法 （予習・復習） 時間

病気・障害を持つ子どもと家族の看護 授業内容の復習及

講義 1 小山

子どもの状況（環境）に特徴づけられる看護 び次回の予習

子どもの状況（環境）に特徴づけられる看護 授業内容の復習及

2 講義 1 小山

び次回の予習

子どもにおける疾病の経過と看護 授業内容の復習及

3 講義 小山

び次回の予習

子どもにおける疾病の経過と看護 授業内容の復習及

4 講義 1 小山

び次回の予習

主な症状の看護 主な症状と看護に

5 講義 1 小山

①不きげん②暗泣③痛み④呼吸困難⑤チアノーゼ、 ついて（予習・復習）

主な症状の看護 主な症状と看護に

6 講義 1 小山

⑥ショック⑦意識障害③けいれん⑨発熱 ついて（予習・復習）

主な症状の看護 主な症状と看護に

7 講義 1 小山

⑮幅吐⑪下痢⑫便秘⑬脱水⑭浮腫 ついて（予習・復習）

主な症状の看護 主な症状と看護に

8 講義 1 小山

⑮出血⑮貧血⑫発疹⑮黄痘 ついて（予習・復習）



障害のある子どもと家族の看護 主な症状と看護に

9 講義 1 小山

子どもの虐待と看護 ついて（予習・復習）

主な疾患の看護 主な疾患と看護に

10 染色体異常・胎内環境により発生する先天異常とそ 講義 ついて（予習・復習） 1 小山

の看護、代謝性疾患と看護

主な疾患の看護 主な疾患と看護に

11 免疫疾患・アレルギー性疾患 a リウマチ性疾患と看護 講義 ついて（予習・復習） 1 小山

呼吸器疾患と看護

主な疾患の看護 主な疾患と看護に

12 講義 1 小山

感染症と看護、腎圃泌尿器および生殖器疾患と看護 ついて（予習・復習）

主な疾患の看護 主な疾患と看護に

13 講義 1 小山

循環器疾患と看護 ついて（予習・復習）

主な疾患の看護 主な疾患と看護に

14 講義 1 小山

消化器疾患と看護、悪性新生物と看護 ついて（予習・復習）

主な疾患の看護 主な疾患と看護に

15 運動器疾患と看護、神経疾患と看護、 講義 ついて（予習・復習） 1 小山

事故・外傷と看護

系統看護学講座専門分野II 小児看護学概論・小児臨床看護総論小児看護学① 医学

教科書 書院

系統看護学講座専門分野II 小児臨床看護各論小児看護学②医学書院

参考書・参考文献 高木永子監修：看護過程に沿った対症看護第5版学研

成績評価の方法 出席状況・レポート 40%、筆記試験60%

既習の疾患や症状、看護技術等の復習を行って授業に臨むことで、小児特有の疾患や症状

学習へのアドバイス に対する看護を理解することができる。授業課題も含め小児看護学実習につながる学習を

行っていくことも念頭に置いて授業に臨むこと。



科目名 小児看護学演習 担当教員 石井知亜子・小山京子

開講年次 2年次 授業形態 講義・演習 時間数 30時間 単位 l単位

到達目標
小児の健康障害の特徴を理解し、検査・治療、処置に対する看護が理解できる。

小児の健康上の問題を解決するため、看護過程の展開方法を理解することができる。

単元名 I 学習内容

I子どものアセス I1アセスメントに必要な技術

メント（石井） ｜＠コミュニケーション ＠バイクルサイン ＠身体測定

2身体的アセスメント

・一般状態 ・眼 ・耳 ・顔面鼻口腔

・呼吸 ・心臓血管系 ・腹部

園筋骨格系 ・神経系 ・生殖器

・リンパ系 園皮膚爪体毛

時間｜方法

8 ｜講義

演習

E検査＠処置を受 I1検査・処置総論
ける子どもの看護 I2薬物動態と薬用量の決定

（石井） I 3検査・処置各論

・与薬 ・輸液管理

＠抑制 ー検体採取

・審法 ・清潔

－経管栄養 ・排世

ー呼吸症状の緩和 ー救命処置

6 

E事例による看護｜肺炎の子どものケア

過程の展開（小山）

1 6 

教科書

系統看護学講座専門分野E 小児看護学概論・小児臨床看護総論小児看護

学① 医学書院

系統看護学講座専門分野E 小児臨床看護各論小児看護学② 医学書院

看護診断ハンドブック 医学書院

高木永子監修：看護過程に沿った対症看護第5版学研

出席状況・演習・レポート 30%、筆記試験 70%

演習時は白衣着用

；
一
法

蜘
一
防
一
情

一
品
一
評
一
，



科目名 母性看護学概論 担当教員 山本佐知子

開講年次 1 ｜授業形態 ｜講義 時間数 15 ｜単位

授業の概要 母性看護の基礎となる概念や母性看護を必要とする対象の特徴および母性看護の特徴

についての内容を講義やクゃループワーク、視覚教材等を用いながら学んでいく。

到達目標 母性看護の概念および対象の特徴を理解し、母性看護の意義と役割を学び、今日的な母

性に関する社会問題を倫理に関連して学ぶことができることを目標としている。

単元名 l学習内容 授業方法 取組時間

1 母性看護の基本と 1母性とは 講義 10 

なる概念 2セクシュアリティ

3リプロダクティプヘルス／ライツ

i4母性看護における倫理

2 母性看護の対象を i1母性看護の対象を取り巻く環境 講義 5 

取り巻く社会の変 （母性看護に関する組織と法律・母性保健統計からみた

遷と現状 動向）
十

3 2母性看護の歴史的変遷と現状① 講義 3 

（母性看護の変選） DVD 

一4 3母性看護の歴史的変遷と現状② 講義 3 

（母子保健施策からみた現状） GW  

5 母性看護の対象の 女性のライフサイクルにおける形態・機能の変化 講義 3 

理解 （生殖器の形態・機能）

（妊娠と胎児の性分化）

6 女性のライフステ ライフサイクノレにおける女性の健康と看護の必要性 講義 3 

ージ各期における ①思春期 ②成熟期 ③更年期 ④老年期

看護

7 リプロダクティブ： 1家族計画 講義 3 

ヘルスケア i 2性感染症とその予防

＊課題については、講義内に指示します。

教科書 系統看護学講座専門分野II 母性看護学①母性看護学概論医学書院

参考書・参考文献 国民衛生の動向

成績評価の方法 終講試験80%、レポート課題と授業への参加状況20%

学習へのアドバイス 母性看護の対象を取り巻く社会環境について知るために、日頃から新聞を読みニュ

ースをみて興味を持ってください。講義内ではグループワークやDVDなどを使用

して理解を深めていきます。グループワークでは活発に意見交換して楽しく学ぶこ

とができればよいと思っています。



科目名 母性看護学方法論I 担当教員 山本佐知子

開講年次 2 ｜授業形態 ！講義 時間数 30 ｜単位

授業の概要 正常な妊娠経過や新生児について学習する。妊婦、産婦、持婦や新生児の観察視点や観

察方法、援助の方法について学習していく。

到達目標 妊娠期・分娩期・産標期の経過と妊婦・産婦・祷婦および新生児の特徴を理解し、

看護の方法を学ぶ

単元名 学習内容 授業方法 時間

1 母性看護学方法論概要 J母性看護学の特徴 講義

2 妊娠期における看護 l妊娠の経過と保健指導（初期） 講義

3 ！妊娠の経過と保健指導（中期①） 講義ー DVD

4 i妊娠の経過と保健指導（中期②） 講義・ DVD

5 i妊娠の経過と保健指導（末期） 講義 5 

l《妊娠期の看護確認小テスト、課題》
6 分娩期における看護 l分娩の経過 講義

7 i分娩経過のアセスメントと看護 講義・ DVD

8 分娩進行の観察とサボーティプケア 講義・ DVD

9 分娩第 1期～第4期の看護実践 講義・ DVD

10 産祷期における看護 産祷の経過 講義

11 祷婦のアセスメントと看護 講義 5 

《産婦・祷婦の看護確認小テスト、課題》

12 新生児期における看護 新生児の特徴 講義

13 新生児のアセスメントと看護① 講義・ DVD

14 l 新生児のアセスメントと看護② 講義

15 l新生児の異常と看護 講義 5 

l《新生児の看護確認小テスト、課題》

＊課題内容については、講義内に指示します。

教科書 系統看護学講座専門分野H 母性看護学②母性看護学各論 医学書院

看護診断ノ、ンドブック 医学書院

参考書・参考文献 周産期の看護技術第2版 医歯薬出版株式会社

成績評価の方法 終講試験100%

学習へのアド、パイス 正常の妊娠・分娩・産祷の経過や新生児の特徴について学びます。生命の誕生や新

しい家族の出発時に看護者として立ち会える事はとてもかけがえのない体験にな

ります。そのような場面において妊娠出産がよりスムーズに進むよう看護するため

の知識や方法を学んでいきましょう。



科目名 母性看護学方法論II 担当教員 横田大介・山本佐知子

開講年次 2 授業形態 講義 時間数 30 単位 1 

授業の概要 正常経過を逸脱した妊産祷婦の看護や、母性におこりやすい生殖器疾患とその看護について学ぶ

到達目標 1正常経過を逸脱した妊婦・産婦・樗婦の看護を学ぶ

2母性におこりやすい生殖器の疾患とその看護の方法を学ぶ

回 授業内容
授業 自己学修課題 取組 担当者

方法 （予習圃復習） 時間

1 
妊娠・分娩・産樗の異常 講義 妊振の異常、産樗の異常、産揮の異常 横田4 

～ 

4 

5 
母性におこりやすい生殖器の疾患 講義 女性生殖器の構造・機能／疾患の理解 4 横田

～ 

8 

9 異常のある妊婦の看護① ノ、イリス 講義 テキスト 1.第7章 I妊娠の異常と看護 山本

ク妊娠切迫流早産胎盤の異常

10 異常のある妊婦の看護② 妊娠高血 講義 テキスト 1.第7章 I妊娠の異常と看護 1 山本

圧症候群妊娠糖尿病など

11 異常のある産婦の看護 講義 テキスト 1.第7章II分娩の異常と看護 1 山本

胎児機能不全帝王切開

12 異常のある樗婦の看護 講義 テキスト 1. 第7章IV産拝の異常と看護 1 山本

13 児に健康上の問題があるときの樗 講義 テキスト 1. 第7章III新生児の異常と看 1 山本

婦・家族の看護 護、 IV産樗の異常と看護

14 婦人科外来における看護 講義 テキスト 1. 第2章 テキスト 2 1 山本

15 婦人科外来における看護／まとめ 講義 テキスト 2. 1 山本

教科書 1.系統看護学講座専門分野II 母性看護学②母性看護学各論 医学書院

2. 系統看護学講座専門分野II 成人看護学⑨女性生殖器医学書院

参考書・参考文献 疾患別看護過程の展開第5版学研

成績評価の方法 終講試験 100%

学習へのアドバイス この科目の前に母性看護学方法論Iで妊産祷婦の正常経過をしっかり学んでおきましょう



科目名 母性看護学演習 担当教員 原因奈津子・武森勢津子

開講年次 2年次 授業形態 講義演習 時間数 30時間 単位 1単位

授業の概要 母性看護学実習に必要な知識と技術の習得を目指し、講義と実技演習や演習を行いウェルネスの考え方や

母性の特徴を捉えた援助方法を身につける。

到達目標 1 母性看護学の特徴を理解し、母性看護技術の基礎を習得する

2. ウェノレネスの考えに基づいた妊婦ー産婦・祷婦・新生児の看護展開について理解する

回 授業内容
授業 自己学修課題 取組

担当者
方法 （予習・復習） 時間

1 妊娠期・分娩期の看護に必要な看護技術 講義 授業内容の予習・復習 1 原田

①腹囲・子宮底長測定 ②レオポノレド触診法 演習

③NST装着・判読 ④分娩時の環境調整

⑤産痛緩和の援助

C己分娩第1期～第4期における産婦の心理的変化

2 産祷期の看護に必要な看護技術 講義 授業内容の予習・復習 1 原田

①子宮底長測定 ②授乳の介助 演習

③乳房マッサージ・乳管開通法

④授乳指導 ⑤退院指導

3 新生児の看護に必要な看護技術 講義 授業内容の予習・復習 1 原田

①出生直後の児の処置 ~体重測定 演習

③パイタルサイン測定・観察 ④ミノルタ測定

⑤計測（頭囲・胸囲・身長） ⑥ヤ｜三浴

⑦おむつ交換・更衣 ③晴乳

4 演習 I 演習 授業内容の予習・復習 1 原田

①体浴（おむつ交換・更衣） ②体重測定 演習レポート

③パイタルサイン測定 ④レオボルド触診法

⑤妊婦計測（腹囲・子宮底）



5 演習II 演習 授業内容の予習・復習 1 原田

①計三浴（おむつ交換・更衣） ②体重測定 演習レポート

③パイタルサイン測定 ④レオボルド触診法

⑤妊婦計測（腹囲ー子宮底）

6 看護過程I 講義 授業内容の予習・復習 原田

演習

7 看護過程II 講義 授業内容の予習・復習 原因

演習

8 看護過程III 講義 授業内容の予習・復習 1 原因

j寅習

9 看護過程IV 講義 授業内容の予習・復習 原因

演習

1 0 看護過程V 講義 授業内容の予習・復習 原田

演習

1 1 看護過程VI 講義 授業内容の予習・復習 原田

演習

1 2 看護過程刊 講義 授業内容の予習・復習 原田

演習

1 3 看護過程四 講義 授業内容の予習・復習 1 原田

演習

1 4 看護過程医 講義 授業内容の予習・復習 原田

演習

1 5 まとめ 講義 授業内容の予習・復習 1 原田

演習



教科書 系統看護学講座専門分野II 母性看護学②母性看護学各論 医学書院

看護診断ノ、ンドブック第 10版 医学書院

参考書・参考文献 周産期の看護技術第2版 医歯薬出版株式会社

成績評価の方法 出席状況、レポート提出状況、筆記試験等で総合的に評価する

学習へのアドバイス 講義・実技・演習の前に、次回授業内容の事前学習を必ず行うこと

演習時は白衣を着用すること



科目名 精神看護学概論 担当教員 焼山和憲

開講年次 l年次 授業形態 講義・演習 時間数 30時間 単位 1単位

到達目標
精神看護学の位置づけ、精神看護学の対象および対象を取り巻く環境、現代社会の特性ど問

題点を理解するとともに、対象の健康保持・増進および自立的な日常生活を送るための看護の

役割、精神保健福祉活動の基本的な考え方について理解する。

単元名 ｜ 学習内容

I「心のケア」と現 I1精神看護とその課題 2精神障害とは
代社会 I 3個別性と普遍性 4精神看護学の基本的な考え方

E精神の健康と障 I1精神の健康とは 2精神障害の体験

害 3精神障害のとらえ方

皿人間の心のはた I1人間の心の諸活動
らき I 1）人格と気質 2）知能 3）意識と認知機能

4）感情 5）学習と行動 6）心の理論

2心のしくみと人格の発達

3心の危機とストレス

N関係のなかの人 I1全体としての家族

間 I 1）家族の多様性 2）家族と健康

3）家族内コミュニケーションのゆがみ

4）家族のなかの役割関係 5）システムとしての家族

V精神科で出会う I1精神を病むことと生きること

人々 I 2精神症状論と状態像

VI社会の中の精神 I1精神障害と治療の歴史

障害 I 2日本における精神医学・精神医療の流れ

3精神障害と文化

4精神障害と社会学

5精神障害と法制度

6精神科領域で必要な法律と制度

1）権利擁護に関する法律と制度

2）医療を受けるための法律と制度

3）生活を支えるための法律と制度

4）情報のための法律と制度

7法律・制度における課題

時間｜方法

4 ｜講義

演習

4 

6 

6 

6 

4 

教科書

副読本

評価方法

備考

新体系看護学全書精神看護学精神看護学概論・精神保健 メヂカノレフレ

ンド社

出席状況・レポート 20% 筆記試験 80%



科目名 精神看護学方法論I 担当教員 焼山和憲他

開講年次 2年次 授業形態 講義・演習 時間数 15時間 単位 1単位

到達目標 精神障害の主な原因、症状、診察と検査、治療、看護を理解する。

単元名

I精神障害の診断 I1診断と疾病分類

と分類 I 2統合失調症

3気分（感情）障害

4神経症性障害、ストレス関連障害および身体表現性障害

5生理的障害および身体的要因に関連した行動症候群

学習内容 法
一
義

方
一
講

耕一
0
0

6パーソナリティ障害

7器質性精神障害

8てんかん

9知的障害／精神遅滞

10心理的発達の障害

11小児期および青年期に通常発症する行動および情緒の障害

12心身症

E精神科での治療 Ii精神科における治療 I 8 

2薬物療法・電気けいれん療法

1）薬物療法

①向精神薬とは ②抗精神病薬 ③抗うつ薬

④気分安定薬 ⑤抗不安薬 ⑥睡眠薬 ⑦抗てんかん薬

③抗認知症薬 ⑨坑酒薬 ⑮精神刺激薬

⑪コンブライアンスとアドヒアランス

2）電気けいれん療法（ECT) 

3精神療法

1）個人療法 2）集団精神療法 3）家族療法

4環境療法・社会療法

教科書 系統看護学講座専門分野E 精神看護学①精神看護の基礎医学書院

：
一
法
一

幹
一
方
一
考

由
一
価
一
備

一長一評一 出席状況 10%、筆記試験90%



科目名 精神看護学方法論H 担当教員 君波 二会主子之，

開講年次 2年次前期 ｜授業形態 ｜講義 時間数 30時間 I 1 単位

授業の概要 精神障害の概念、特性、社会における現状と問題を理解し、障害に対する理解を深める。

また、患者理解を深めるための基礎知識を習得する。

到達目標 1.ライフサイクルにおけるこころの健康問題を理解する。

2.社会の価値規範やしくみがこころの健康に及ぼす影響を理解する。

3.精神保健医療の現状をとらえ、精神看護の役割と機能を理解する。

回 授業内容 授業 自己学修課題 取組 担当者

方法 （予習・復習） 時間

I回 1.精神の健康とは 講義 教科書の熟読 1 君波

2.地域精神保健（入院治療から地域生活支援へ） 講義資料の復習

3固精神看護とその特殊性

2階 1. ストレスと健康の危機 講義 教科書の熟読 1 君波

2. 心的外傷 心理学教科書の参

3. リカバリーを支える力『レジリエンス』 照

3回 1 人間の心の諸活動意識・認知・行動、学習と行動 講義 教科書の熟読 1 君波

2.心のカタチ：フロイトとユング、パーソナリティと気質 心理学教科書の参

3 発達目エリクソン、ボウルビ、イ、マズロ一、ピアジェ 日召

4階 家族：家族関係＠家族問題、家族療法 講義 教科書の熟読 1 君波

5階 人間と集団：グルーフDの歴史、治療としてのグループo 講義 教科書の熟読 1 君波

6回 危機理論・危機モデノレ、ストレスとコーピング 講義 教科書の熟読 1 君波

7回 1.様々な精神症状 講義 教科書の熟読 1 君波

2.精神障がい 講義資料の復習

1）統合失調症

8回 2）気分障害 講義 教科書の熟読 1 君波

講義資料の復習

9回 3）神経症 4）生理的障害 5）パーソナリティ障害 講義 教科書の熟読 1 君波

講義資料の復習

10回 6）認知症 講義 教科書の熟読 君波

老年教科書参照

講義資料の復習

11回 7）依存症 8）てんかん 9）発達障害 10）心身症 講義 教科書の熟読 君波

12回 11) DV 12）ひきこもり 13）自傷・自殺 14）虐待 講義 教科書の熟読 1 君波

講義資料の復習

13回 精神科での治療 講義 教科書の熟読 1 君波

1薬物治療 2精神療法 3ECT、m-ECT 講義資料の復習

14回 社会の中の精神障がい 講義 教科書の熟読 1 君波

1.治療の歴史 2. 日本における精神医学 講義資料の復習

3.精神障がいと文化

15回 4.精神科に関わる法・制度 講義 教科書の熟読 1 君波

5.入院医療の形態 6.入院患者の処遇と権利 講義資料の復習

教科書 系統看護学講座専門分野E 精神看護学①精神看護の基礎 医学書院

参考書・参考文献 （参考）新体系看護学全書精神看護学概論 メヂカノレフレンド社

成績評価の方法 筆記試験 100%

学習へのアド、パイス 講義資料は授業ごとに配布する予定。

授業進行は、パワーポイントを使用し行います。



科目名 精神看護学演習 担当教員 君 i皮 λ寸主こ4ー

開講年次 2年次後期 ｜授業形態 ｜講義・ GW 時間数 30 時間 い単位

授業の概要 全てのライフサイクルにおける人々の精神の健康保持・増進のための精神保健活動について理解すると

ともに精神障害者及び家族の特徴を総合的に理解し、人権を尊重する立場に立った看護に必要な知識・

技術・態度を習得する。

到達目標 1.精神障害者に対する看護援助について事例展開を通して理解する。

2. 自己の振り返りにより自己理解、他者理解ができる。

回 授業内容 授業 自己学修課題 取組 担当者

方法 （予習・復習） 時間

1回 セルフケア理論 講義 教科書の熟読 1 君波

セルフケア理論の概要、オレム看護論 講義資料の復習

2階 プロセスレコード 講義 教科書の熟読 1 君波

プロセスレコードの基礎知識と活用 講義資料の復習

3回 精神領域の看護過程に関して 講義 教科書の熟読 1 君波

精神科の特殊性

健康な部分に目を向けたプラン作成

4階 統合失調症の紙上事例展開① GW  統合失調症に関して 1 君波

情報の分類、問題点の抽出、事例展開 紙上事例の分析

5階 統合失調症の紙上事例展開② GW  紙上事例の分析 1 君波

情報の分類、問題点の抽出、事例展開

6回 統合失調症の紙上事例展開③ GW  紙上事例の分析 1 君波

情報の分類、問題点の抽出、事例展開

7回 統合失調症の紙上事例展開④ GW  発表準備 1 君波

グノレーブロ発表

8回 うつ病の紙上事例展開① GW  うつ病に関して 1 君波

情報の分類、問題点の抽出、事例展開 紙上事例の分析

9回 うつ病の紙上事例展開② GW  紙上事例の分析 1 君波

情報の分類、問題点の抽出、事例展開

10回 うつ病の紙上事例展開③ GW  紙上事例の分析 1 君波

情報の分類、問題点の抽出、事例展開

11回 うつ病の紙上事例展開④ GW  発表準備 1 君波

グノレーフ。発表

12回 境界性人格障害（BPD）の紙上事例展開① GW  BPDに関して 1 君波

情報の分類、問題点の抽出、事例展開 紙上事例の分析

13回 境界性人格障害（BPD）の紙上事例展開② GW  紙上事例の分析 1 君波

情報の分類、問題点の抽出、事例展開

14回 境界性人格障害（BPD）の紙上事例展開③ GW  紙上事例の分析 1 君波

情報の分類、問題点の抽出、事例展開

15回 境界性人格障害（BPD）の紙上事例展開④ GW  発表準備 1 君波

クツレープ発表

教科書 系統看護学講座専門分野E 精神看護学①精神看護の基礎 医学書院

系統看護学講座専門分野E 精神看護学② 精神看護の展開 医学書院

参考書・参考文献

成績評価の方法 出席率、授業参加態度、提出した事例3例にて評価

学習へのアドバイス 精神科実習においてもっとも遭遇しやすい症例2例と、最も困難であろう症例1例の事

例展開を行い、本実習に備える事を目的とする。また、精神科においては特に、チーム

ワークが必要となるため、グノレーブpワークを通してリーダーシップ、メンバーシップを

修得できるよう学習を行なって頂きたい。



科目名 成人看護学実習 I 担当教員 鈴木幸枝

開講年次 2年次 授業形態 臨地実習 時間数 I 90時間 単位 2単位

実習目的
慢性期にある対象の特徴を理解し、対象がセノレフコントローノレしながら、その

人らしく生活できるよう支援するための基礎的能力を養う。

1 慢性期にある対象の特徴を理解し、対象の健康問題を統合的にとらえるこ

とができる。

2 対象に応じた看護過程の展開ができる。

実習目標
3 対象に応じてセルフコントローノレのための生活指導を行うことができる。

4.他職種との連携に必要な知識と具体的方法を理解することができる。

5.看護学生として倫理に基づいた行動ができる。

1固実習方法

病院実習（9 0時間）

学生1名に対し、受け持ち患者1名。

健康状態や経過、成人期の特徴をふまえて看護過程の展開を行う。

疾病をコントローノレしながら生活していく対象の特徴を理解し、セルフケ

ア能力を促進する看護の実際を学ぶ実習。

個々の学生が体験することを、カンファレンスなどを通してグループ

メンバーで、共有する O

実習方法

2. 実習内容

具体的な実習内容、方法は実習要項参照

評価方法 出席状況・実習態度圃実習記録など実習評価項目に沿って総合的に評価



科目名 成人看護学実習II 担当教員 鈴木幸枝

開講年次 3年次 授業形態 臨地実習 時間数 I 90時間 単位 2単位

実習目的
急性期にある対象の特徴を理解し、急激な身体侵襲の変化をきたし生命の安全

を優先する急性期看護の必要性を理解する。

1.急性期にある対象の特徴を理解し、対象の健康問題を統合的にとらえるこ

とができる。

2.急性期にある対象に応じた看護過程の展開ができる。

3. 身体侵襲の状況にある対象の状態に合わせて安全・安楽に援助が実施でき

実習目標
る。

4. 日常生活に起こり得る問題を予測し、生活機能の回復と適応への援助及び

継続看護について理解で、きる。

5.保健医療チームにおける看護師の役割を理解した行動がとれる。

6.看護学生として倫理に基づいた行動ができる。

1. 実習方法

病院実習（ 9 0時間）

学生1名に対し、受け持ち患者1名。

健康状態や経過、成人期の特徴をふまえて看護過程の展開を行う。

急激な生体機能の変化を起こした状態にある対象の特徴を理解し、早期回

復を促進する看護の実際を学ぶ実習。

個々の学生が体験することを、カンファレンスなどを通してグノレープ
実習方法 メンバーで共有する。

2 実習内容

具体的な実習内容、方法は実習要項参照

評価方法 出席状況・実習態度・実習記録など実習評価項目に沿って総合的に評価



科目名 成人看護学実習III 担当教員 鈴木幸枝

開講年次 3年次 授業形態 臨地実習 時間数 I 90時間 単位 2単位

実習目的
終末期・治癒困難にある対象の特徴を理解し、症状の緩和、 QOLの向上にむけた

看護実践ができる基礎的能力を養う。

1 終末期・治癒困難にある対象の特徴を理解し、対象の健康問題を統合的に

とらえるととができる。

2.対象に応じた看護過程の展開できる。

3. 身体的苦痛の緩和への援助が分かる。

実習目標 4.治療・処置・検査時の援助が理解できる。

5. 終末期・治癒困難にある対象の生き方を尊重した援助について考えること

ができる。

6 対象や家族・医療チームと良い人間関係を築くことができる。

7.看護学生として倫理に基づいた行動ができる。

1. 実習方法

病院実習（9 0時間）

学生1名に対し、受け持ち患者1名。

健康状態や経過、成人期の特徴をふまえて看護過程の展開を行う。

終末期・治癒困難な状態にある対象の看護の実際を学ぶ実習。

個々の学生が体験することを、カンファレンスなどを通してグノレーフO

実習方法
メンバーで共有する。

2.実習内容

具体的な実習内容、方法は実習要項参照

評価方法 出席状況・実習態度・実習記録など実習評価項目に沿って総合的に評価



科目名 老年看護学実習I 担当教員 伊藤元子

開講年次 2年次 授業形態 臨地実習 時間数 I 90時間 単位 2単位

1.加齢による機能低下をもっ高齢者に応じた日常生活の看護援助を学ぶ。

実習目的 2.高齢者の特徴を理解し、保健 e医療圃福祉システムに関する理解を深め

る。

1. 施設の機能と役割を理解する。

2. 対象の身体的・精神的・社会的特徴を理解する。

3. 対象に応じた、 QOLを考慮した、日常生活の看護援助を学ぶ。
実習目標

4. 対象と家族の気持ちを受け止め尊重した態度がとれる。

5固継続看護の重要性を認識し、保健・医療・福祉の連携について理解する。

6. 看護学生として倫理に基づいた行動ができる。

1. 実習方法

特別養護老人ホームまたは介護老人保健施設で11日間の実習を行う。

この聞にデイサービスまたはデイケアの2日間の実習を行う。

実習最終日は学内実習とし、学びの共有を図る。

2. 実習内容

具体的な実習内容、方法は実習要項参照

実習方法

評価方法 出席状況・実習態度・実習記録など実習評価項目に沿って総合的に評価



科目名

開講年次

実習目的

実習目標

実習方法

評価方法

老年看護学実習II 担当教員 伊藤元子

3年次 授業形態 臨地実習 時間数 I 90時間 単位 2単位

1.老年期の健康障害の特徴を理解し、対象の健康問題を統合的に理解でき

る。

2. 老年期にある対象の健康障害とそれに伴う諸問題について理解し、対象と

その家族に対する援助、看護の展開が生活の視点を考慮してできる。

1.老年期にある対象の身体的・精神的・社会的側面の特徴を捉え、対象を理

角卒できる。

2.対象の健康レベノレや諸問題を考慮し、生活の視点から看護の展開ができる。

1）対象の健康レベノレや発達段階、生活の視点から看護上の問題を明確化し、

看護計画を立案できる。

2）対象の個別性や残存機能を生かした援助を、看護計画に沿って安全・安

楽に実施できる。

3）実施した看護の展開を振り返り、評価、修正できる。

3.家族援助の重要性を学ぶ。

4. 老年看護に必要な保健・医療・福祉の連携について理解できる。

5.看護学生として倫理に基づいた行動ができる。

1.実習方法

・学生1名に対し、受け持ち患者1名、 12日間の実習0

・健康レベル、高齢者の特徴をふまえて看護過程の展開を行う。

2.実習内容

具体的な実習内容、方法は実習要項参照

出席状況・実習態度・実習記録など実習評価項目に沿って総合的に評価



科目名

開講年次

実習目的

実習目標

実習方法

評価方法

小児看護学実習 担当教員 小山京子

3年次 授業形態 臨地実習 時間数 I 90時間 単位 2単位

小児期にある対象と家族を理解し、小児各期の成長・発達段階、さまざまな

健康レベルに応じた看護ができる基礎的能力を養う。

1. 小児各期における対象の成長・発達の特徴を理解する。

2.健康障害のある小児とその家族に対する看護を考えることができる。

3圃健康障害のある小児の経過・症状・治療・処置を理解し、小児の特徴をふ

まえた基礎的看護技術ができる。

4.病気や障害を持ちながら社会生活を送る小児と家族への継続看護の必要性

を学び、保健・医療・福祉チームにおける看護師の役割を理解する。

5.看護学生として倫理に基づいた行動ができる。

1.実習方法

保育所実習（30時間）

各クラスにて指導者の指導のもと園児と関わり、日常生活や遊びを通して

各月齢・年齢の成長・発達を観察する

病院実習（60時間）

健康を障害された子どもとその家族を対象とした実習

個々の学生が体験することを、カンファレンスなどを通してグループo｝ン

パーで共有する

2.実習内容

具体的な実習内容、方法は実習要項参照

出席状況・実習態度・実習記録など実習評価項目に沿って総合的に評価



科目名 母性看護学実習 担当教員 原田奈津子

開講年次 3年次 授業形態 臨地実習 時間数 I 90時間 単位 2単位

種族保存の機能をもっ母性の特徴を理解し、健全なライフサイクノレマタニテ

実習目的 ィサイクノレを送るための母性及び新生児の看護に必要な知識・技術＠態度を

習得する。

1.妊婦・産婦 a拝婦および新生児の特徴について理解する。

2.妊婦・産婦匂祷婦および新生児の特徴と経過・症状・処置を理解し、必要

な母性の看護技術が実践できる。

3.ハイリスク及び正常経過から逸脱した妊婦・産婦・樗婦の看護や女性生殖

実習目標 器疾患を持つ対象の看護についてわかる。

4.対象に応じた看護過程の展開ができる。

5.継続看護の必要性を認識し、保健医療福祉チームにおける看護師の役割に

ついて理解する。

6.看護師として倫理に基づいた行動ができる。

1. 実習方法

病棟実習と外来実習（計90時間）

病棟実習

妊婦・産婦・祷婦・新生児とその家族を対象とした実習

受け持ち対象を中心とした実習（看護過程の展開を含む）

外来実習

実習計画に基づいて指導者の指導のもとに行動

実習内容
2.実習内容

具体的な実習内容、方法は実習要項参照

評価方法 出席状況・実習態度・実習記録など実習評価項目に沿って総合的に評価



科目名

開講年次

実習目的

実習目標

実習内容

評価方法

精神看護学実習 担当教員 君j皮学

3年次 授業形態 臨地実習 時間数 I 90時間 単位 2単位

全てのライフサイクルにおける人々の精神の健康保持＠増進のための精神保健

活動について理解するとともに精神障害者及び家族の特徴を総合的に理解し、

人権を尊重する立場に立った看護に必要な知識ー技術・態度を習得する。

1.精神障害者および家族の抱える問題の特徴について理解する。

2.精神保健医療システムの特徴について理解し精神の保持・増進のための援

助を理解する。

3.対象にあった日常生活の援助を行い対象との治療的コミュニケーションを

図ることができる。

4.受け持ち患者の看護問題を明確化し計画・実施・評価までの看護過程が展

開できる能力を養う。

5.継続看護の必要性を認識し、保健医療福祉チームにおける看護師の役割に

ついて理解する。

6.看護学生として倫理に基づいた行動ができる。

1.実習方法

病棟実習とデイケア実習（計90時間）

病棟実習

受け持ち患者中心の実習（看護過程の展開）

デイケア実習

実習計画に基づき指導者の指導もとに行動する。

2.実習内容

具体的な実習内容、方法は実習要項参照

出席状況・実習態度・実習記録など実習評価項目に沿って総合的に評価



手斗目名 在宅看護概論 担当教員 福山由美子

開講年次 1年次 授業形態 講義 時間数 1 5時間 単位 1単位

授業の概要 在宅看護の概念を踏まえ、地域で生活しながら療養する対象と、看護師の役割を学ぶ。

到達目標 在宅看護の概念および在宅で療養する対象の特徴を理解し、在宅看護の意義と看護師の役割を学び、

在宅療養における、社会的資源法令・制度について理解できる

回 授業内容
授業 自己学修課題 取組

担当者
方法 （予習・復習） 時間

1 在宅看護の概念 講義 授業内容の復習と 福山

1 ）在宅看護の背景 次回の予習

2）在宅看護の基盤

3）地域療養を支える採択看護の役割・機能

4）在宅看護を展開するための基本理念

5）在宅看護における倫理

2 在宅療養者と家族支援 講義 授業内容の復習と 1 福山

1）在宅看護の対象 次回の予習

2）在宅看護の対象者と在宅療養の成立条件

3）在宅療養の場における家族の捉え方

4）在宅療養者の家族への看護

3 地域包括ケアシステムにおける在宅看護 講義 授業内容の復習と 福山

1）地域包括システム 次回の予習

2）療養の場の意向に伴う看護

3）地域包括ケアシステムにおける多職種・他機関連

携

4）在宅看護におけるケースマネジメント／ケアマネ

ジメント

4 地域療養を支える制度 講義 授業内容の復習と 1 福山

1）社会資源の活用 次回の予習



2）医療保険制度

3）後期高齢者医療制度

4）介護保険制度

5）生活保護制度

6）障害者に関連する法律

7）難病法

8）子供の在宅療養を支える制度

9）在宅療養者の権利を擁護する制度と社会資源

10）高齢者施策

6 在宅療養を支える訪問看護 講義 授業内容の復習と 1 福山

1）訪問看護の特徴 次回の予習

2）在宅ケアを支える訪問看護ステーション

3）訪問看護サービスの展開

4）訪問看護記録

7 在宅看護における安全と健康危機管理 講義 授業内容の復習と 1 福山

1）在宅看護における危機管理 次回の予習

2）日常生活における安全管理

3）災害時における在宅療養者と家族の健康危機管

E里

教科書 ナーシンググラフィカ 地域を支えるケア 在宅看護論 メディカ出版

参考書・参考文献 国民衛生の動向

成績評価の方法 試験（7 0 %）レポート・受講態度（3 0 %) 

学習へのアドバイス 関係法規で学習した内容を復習して、授業に臨んでください。



科目名 在宅看護方法論I 担当教員 福山由美子

開講年次 2年次 授業形態 授業 ・GW 時間数 3 0時間 単位 1単位

授業の概要 地域で生活しながら療養する対象とその家族の発達段階・健康状態に応じたニーズと、社会資源の活用

方法を学ぶ。

到達目標 I，地域で生活しながら療養する対象およびその家族の特性を理解できる。

2.地域で生活しながら療養する対象の状況別・病態別看護の視点と看護の基本を理解できる。

3.地域で生活しながら療養する対象およびその家族の主体性や個別性を尊重した看護を理解できる。

回 授業内容
授業 自己学修課題 取組

担当者
方法 （予習・復習） 時間

1 在宅看護の展開 講義 在宅看護概論での 2 福山

1）在宅看護の展開のポイント 学習内容を復習。

2）在宅看護過程の展開方法 授業内容の復習と

2 3）療養上のリスクマネジメント 次回の予習。

4）在宅看護における権利保障

3 在宅看護介入時期別の特徴 講義 授業内容の復習と 2 福山

①在宅療養準備期 次回の予習。

②在宅療養移行期

4 ③在宅療養安定期

④急性増悪期

⑤終末期（看取り期）

⑥在宅療養終了期

5 脳卒中を起こした患者の在宅療養導入の事例展開 講義 授業内容の復習と 2 福山

次回の予習。

7 ノfーキンソン病の療養者に対する在宅看護の事例展 講義 授業内容の復習と 2 福山

開 次回の予習。

9 認知症の療養者に対する在宅看護事例 講義 授業内容の復習と 2 福山

次回の予習



10 小児の療養者に対する在宅看護の事例展開 講義 授業内容の復習と 1 福山

次回の予習

11 COPDの療養者に対する在宅看護の事例展開 講義 授業内容の復習と 1 福山

次回の予習

13 独居の療養者に対する在宅看護の事例展開 講義 授業内容の復習と 1 福山

次回の予習

14 終末期（がん）の療養者に対する在宅看護の事例展開 講義 授業内容の復習と 1 福山

次回の予習

15 統合失調症の療養者に対する在宅看護の事例展開 講義 授業内容の復習と 1 福山

次回の予習

教科書 系統看護学講座 統合分野 在宅看護論 医学書院

参考書・参考文献 医療福祉総合ガイドブック 医学書院

成績評価の方法 試験（7 0 %）レポートおよび受講態度（ 3 0 %) 

学習へのアドバイス 在宅看護概論で学習した内容を踏まえて、在宅にて療養する対象の看護を、事例を通し

て学びます。対象の理解をするために、小児、成人、老年の各領域で学んだ内容を復習す

る事。また日常生活援助技術の知識も整理しながら授業に臨んでください。



科目名 在宅看護方法論II 担当教員 福山由美子

開講年次 2年次 授業形態 時間数 3 0時間 単位 1単位

授業の概要 在宅における日常生活援助や医療的援助における基本的なアセスメントや在宅で求められる援助技術

を学び実践に生かすことができるよう学習する。

到達目標 1.在宅で療養をする対象に必要な、日常生活援助技術や医療援助の基本を理解できる。

2.地域で療養する対象の状況別・病態別看護を理解し、基本的なアセスメントができる。

3.地域で療養する対象およびその家族の主体性や個別性を尊重した看護の実践を理解できる。

回 授業内容
授業 自己学修課題 取組

担当者
方法 （予習・復習） 時間

1 在宅で看護を過程するにあたっての看護技術 講義 基礎看護技術の復 2 福山

1）在宅看護の活動を支えるコミュニケーション 習および、授業内容

2）在宅看護を展開するうえで検討すべきポイント の復習および予習

2 在宅で求められる看護技術 講義 基礎看護技術の復 6 福山

1）呼吸に関する在宅看護技術 習および、復習およ

2）食生活・鴨下に関する在宅看護技術 び次回の予習

3）排j世に関する在宅看護技術

4）移動・移乗に関する在宅看護技術

5）清潔に関する在宅看護技術

6）認知機能のアセスメント法と援助技術

7)在宅におけるエンドオブライフケア

8 在宅における医療管理を要する人の看護 講義 授業内容の復習お 7 福山

1 ）祷痛の予防とケア よび次回の予習

2）尿道留置カテーテル

3）ストーマ（人工虹門・人工跨脱）

4）経管栄養法（経鼻・胃痩）

5）在宅中心静脈栄養（HPN)

6）非侵襲的陽圧換気法（NPPV)



7）在宅酸素療法（日OT)

8）在宅人工呼吸療法（HMV）と排疾法

9）外来がん治療の支援

10）疹痛緩和

教科書 系統看護学講座 統合分野 在宅看護論 医学書院

参考書。参考文献 医療福祉総合ガイドブック 医学書院

成績評価の方法 試験（7 0 %）レポートおよび受講態度（3 0 %) 

学習へのアドバイス 既習の疾患や症状、看護技術などの復習を行って授業に臨むことで、在宅で療養生活を

おくる対象およびその家族への看護を理解することができる。



科目名 在宅看護演習 担当教員 福山由美子 赤毛朋美

開講年次 2年次 授業形態 講義・演習 時間数 30時間 単位 1単位

授業の概要 地域で生活しながら療養する対象と家族や、その取り巻く環境と状況に応じた在宅看護の実擦を学び、

在宅の看護過程を展開していく際のポイントやその展開方法を理解する。

到達目標 1.訪問時に必要な基本的技術と訪問のマナーを理解することができる。

2.地域で療養する対象者の事例を通して在宅看護過程の展開を理解することができる

回 授業内容
授業 自己学修課題 耳文組

担当者
方法 （予習・復習） 時間

1 家庭訪問時のマナー 講義 授業内容の復習お 1 福山

演習 よび次回の予習

3 療養する対象者ー家族の相談・相談面接技術 講義 授業内容の復習お 2 赤毛

i寅習 よび次回の予習

4 事例を用いた在宅看護過程の展開 演習 演習での看護過程 4 福山

1）呼吸器疾患（COPD）で療養する対象の在宅看護 の展開

継続看護酸素療法時の看護 QOL 地域包括

ケアシステム（フォーマル・インフォーマルな

支援）日常生活上の留意事項（感染防止・器機の

取り扱い）

8 事例を用いた在宅看護過程の展開 演習 演習での看護過程 4 赤毛

2）神経難病（筋委縮性側索硬化症： ALS）で療養 の展開

する対象の在宅看護継続看護神経系難病の

看護 QOL 地域包括ケアシステム（フォーマ

ル・インフォーマルな支援）人工呼吸器装着中の

患者の看護家族への指導技術 コミュニケー

ション持癌予防看取り 医療保険制度難

病対策など

12 事例を用いた在宅看護過程の展開 演習 演習での看護過程 4 赤毛



1）慢性期にある認知症で療養する対象の在宅看護 の展開

継続看護認知症の看護 QOL 地域包括ケア

システム（フォーマノレ・インフォーマルな支援）、

日常生活上の留意事項（安全管理など）

教科書 系統看護学統合分野在宅看護論 医学書院

必要に応じてプリント配布

参考書・参考文献 看護診断ノ、ンドブック 医学書院

成績評価の方法 試験（50%) 看護過程、 受講態度（50%)

学習へのアドバイス 事例の看護過程の展開に必要な解剖生理、関係法規、疾患や日常生活援助などの振り返り

学習を行い、演習に臨んでください。



科目名 看護管理 担当教員 寺崎美保子

開講年次 H31年度 授業形態 講義 時間数 1 5 単位 1 

授業の概要 看護ケアや看護サービスのマオ、ジメント、及び看護を取り巻く諸制度など看護管理に必要な知識と技術を

学び理解する。

到達目標 看護管理について基礎知識を習得し、組織の中で、マネジメントができるための基礎的能力を身に着ける。

回 授業内容
授業 自己学修課題 取組

担当者
方法 （予習・復習） 時間

1 看護とマネジメント 講義 授業までに教 2 寺崎

1）看護管理学とは 2）看護におけるマネジメンとは 科書を読む

II看護ケアのマネジメント

1）看護ケアのマネジメントと看護職の機能

2 2））患者の権利と尊重 3）安全管理 4）チーム医療 講義 授業までに教 2 寺崎

5）看護業務の実践 科書を読む

田看護職のキャリアマネジメント

3 IV看護サービスのマネジメント 講義 授業までに教 2 寺崎

1)看護サービスのマネジメントとは 科書を読む

2）看護サービスの組織化

3）看護サービスの提供のしくみっくり

4 IV看護サービスのマネジメント 講義 授業までに教 2 寺崎

4）人材、施設・設備環境、物品、情報のマネジント 科書を読む

5）組織におけるリスクマネジメント

6）サービス評価

5 Vマネジメントに必要な知識と技術 講義 授業までに教 2 寺崎

マネジメントとは 科書を読む

2）組織とマネジメント

3）リータゃーシップとマネジメント

4）組織の調整



6 VI 看護を取り巻く諸制度 授業までに教 2 寺崎

1）看護の定義 科書を読む

2）看護職とは

3）医療制度

4）看護政策と制度

7 1）看護の定義 2）看護職 3）医療制度 講義 授業までに教 1 寺崎

科書を読む

8 1）我が国の安全対策の潮流 講義 授業までに教 1 寺崎

科書を読む

系統看護学講座統合看護管理看護の統合と実践①医学書院

必要に応じてプリント配布

参考書・参考文献 系統看護学講座統合看護管理看護の統合と実践①

成績評価の方法 試験70% レポート及び討議等の参加、受講態度（30 % 

学習へのアドバイス



科目名 医療安全 担当教員 君波学

開講年次 3年 1授業形態 ｜講義 時間数 15時間 ｜単位 I i単位

授業の概要 国民の医療に対する関心が高まる反面、医療訴訟が増えている現在、患者及び自身を守るために

も必要な知識の習得を目指す。そのため、医療現場における実例などを教材に学習を進める。

到達目標 1.人間行動とヒューマンエラーの概念を理解する

2. 医療事故が発生しないようにリスク感性を習得する

3.チーム医療の一員として、安全を守るための役割を理解する

回 授業内容 授業 自己学修課題 取組 担当者

方法 （予習・復習） 時間

I回 1. 医療安全を学ぶ意義 講義 教科書の予習 2 君波

①医療安全管理とリスクマネジメントの歴史と動向 講義資料の復習

②医療におけるリスクマネジメント

③ヒューマンエラーと行動モテ、ル

④医療職の責務

2回 2.医療事故の考え方 講義 教科書の予習 2 君波

①医療事故と看護業務 講義資料の復習

②看護事故の構造

③看護事故防止の考え方

3回 3 業務領域を超えて共通する間違いと発生要因 講義 教科書の予習 2 君波

①患者間違い 講義資料の復習

②発生要因

4回 4.診療の補助業務に伴う事故防止（1) 講義 教科書の予習 2 君波

①患者に対して「投与する業務」における事故防止 講義資料の復習

②注射業務と事故防止

③注射業務に用いる機器の事故防止

5回 ④輸血業務の事故防止 講義 教科書の予習 2 君波

⑤内服与薬業務と事故防止 講義資料の復習

⑤経管栄養業務と事故閉止

6回 5回診療の補助業務に伴う事故防止（2) 講義 教科書の予習 2 君波

①チューブ、管理と事故防止 講義資料の復習

7回 6.療養上の世話における事故防止 講義 教科書の予習 2 君波

①療養上の世話における事故の考え方 講義資料の復習

②転倒転落事故防止

③誤礁ー異食事故防止

④入浴中の事故防止

8回 7 医療安全とコミュニケーション 講義 教科書の予習 2 君波

①事故を防ぐコミュニケーション 講義資料の復習

②医療チームの一員として取り組むコミュニケーション 試験対策の振返り

教科書 系統看護学講座統合医療安全看護の統合と実践②

参考書・参考文献

成績評価の方法 終講試験 100% 

学習へのアドバイス 社会の動きや新聞の医療面などに目を配り、広く情報を収集し、自分が将来勤めるであろ

う世界を考えながら学習を行って欲しい。



科目名 臨床看護の実践 担当教員 西村直子

開講年次 2年次 授業形態 講義・演習 時間数 3 0時間 単位 1単位

授業の概要 看護の統合実習に向けて、看護援助に必要な基礎看護学を学ぶ。また、演習では臨床で起こる出来事を題

材として、対応できる能力を養う。

履修した基礎分野、専門基礎分野および専門分野の学びを臨地実習での事例検討により統合することで、

看護師に求められる実践能力、卒業時の到達目標と到達度を確かなものとする。

到達目標 1.実践能力と卒業時の到達目標を確認し、計画的に達成することができる。

2.実習における看護実践の経験から学習課題を明確にし、看護学の学びを統合することができる。

回 授業内容
授業 自己学修課題 取組

担当者
方法 （予習・復習） 時間

1 
事例検討 講義 授業内容の復習 1 

西村
DVD 

2 
事例検討 講義 授業内容の復習 1 

西村
DVD 

3 
事例検討 講義 授業内容の復習 1 

西村
DVD 

4 
次回j寅習のガイダンス 講義 授業内容の復習 1 

西村
講義 DVD 

5 
優先順位を考慮した看護援助 演習 授業内容の復習 1 

西村

6 
各領域別での学習：基礎看護学 講義 授業内容の復習 1 

西村

7 
各領域別での学習：基礎看護学 講義 授業内容の復習 1 

西村

8 
各領域別での学習：成人看護学 講義 授業内容の復習 1 

西村

9 
各領域別での学習：成人看護学 講義 授業内容の復習 1 

西村

10 
各領域別での学習：老年看護学 講義 授業内容の復習 1 

西村

11 
各領域別での学習：小児看護学 講義 授業内容の復習 1 

西村

12 
各領域別での学習：母性看護学 講義 授業内容の復習 1 

西村

13 
各領域別での学習：精神看護学 講義 授業内容の復習

西村

14 
各領域別での学習：在宅看護論 講義 授業内容の復習

西村

15 
各領域別での学習：看護の統合と実践 講義 授業内容の復習 1 

西村

教科書 必要に応じてプリント配布

DVD 

参考書・参考文献

成績評価の方法 出席状況・課題・演習を総合的にみて評価する。

学習へのアド、パイス プリントを用いて学習します。



科目名 災害看護と国際看護 担当教員 君波学／西村直子

開講年次 3年次 ｜授業形態 ｜講義 時間数 30時間 単位 I l単位
授業の概要 日本は火山が点在する国土であり、過去に大規模な災害に何度も見舞われている。従って、私たち看護職が災

害に遭遇する可能性は高く、そのような場合、自身に何ができるかを知っておくことは重要であると考えられ

る。また、災害支援など国際貢献に際する場合も考えられるため、基本的な知識を習得しておく必要がある。

到達目標 災害を理解し、災害時に看護が果たす役割、災害各期における看護支援活動を理解する。

国際社会においてグローパルな視点に基づき国際的な看護・保健上の問題を理解する。

回 授業内容 授業 自己学修課題 取組 担当者

方法 （予習圃復習） 時間

1回 災害看護の歴史 講義 教科書の予習と 1 君波

東日本大震災、その他の災害 授業資料の復習

災害の定義

2回 被災地域アセスメント 講義 教科書の予習と 1 君波

CSCATTT 授業資料の復習

3回 災害サイクノレと、それに準じた看護 講義 教科書の予習と 1 君波

災害サイクノレ 授業資料の復習

4回 災害サイクノレに応じた活動① 講義 教科書の予習と 1 君波

急性期・亜急性期における活動 授業資料の復習

5回 災害サイクノレに応じた活動② 講義 教科書の予習と 1 君波

慢性期・復興期における活動 授業資料の復習

6回 災害サイクノレに応じた活動③ 講義 教科書の予習と 1 君波

災害時の自助と共助、災害時への備え 授業資料の復習

7回 被災者特性に応じた看護 講義 教科書の予習と 1 君波

子供、高齢者、妊産婦、障碍者、精神障碍者 授業資料の復習

慢性疾患患者、在日外国人

8囲 トリアージの原則 講義 教科書の予習と 1 君波

平時におけるトリアージと災害時のトリアージ 授業資料の復習

トリアージの実際

9回 防災対策の基本 講義 教科書の予習と 1 君波

平時における準備の必要性 授業資料の復習

10回 災害看護の倫理と法律 講義 教科書の予習と 1 君波

多職種の活動と協働 授業資料の復習

11回 国際看護に関連する基礎知識 講義 教科書の予習と 1 西村

DVD 授業資料の復習

12回 グローパノレヘノレス 講義 教科書の予習と 1 西村

プライマリーヘルスケア・ミレニアム開発目標 DVD 授業資料の復習

13回 世界の健康問題の現状 講義 教科書の予習と 1 西村

国際協力の仕組み DVD 授業資料の復習

14回 分化を考慮した看護：異文化看護 講義 教科書の予習と 1 西村

日本における文化や制度を考慮した在日外国人への DVD 授業資料の復習

看護の実践：事例検討

15回 開発協力と看護 講義 教科書の予習と 1 西村

国際救援と看護 DVD 授業資料の復習

教科書 看護の統合と実践3 災害看護学・国際看護学 医学書院

参考書・参考文献

成績評価の方法 災害看護終講試験 60 %／国際看護 40%

学習へのアド、パイス 災害看護：授業においてはパワーポイントを使用する。

災害時の活動の基礎を学習する。また、災害時における看護師の役割を学習する。

国際看護・授業においてはプリントを使用する。またDVDにて看護の実際を理解する。



科目名 在宅看護論実習 担当教員 福山由美子

開講年次 3年次 授業形態 臨地実習 時間数 I 90時間 単位 2単位

地域及び在宅においての看護活動を通して、地域で生活しながら療養する対

実習目的 象とその家族について理解を深め、そのニーズ、に応じた看護援助を行うための

基礎的能力を養う。

1.地域で生活するさまざまなライフステージ・健康レベノレにある人々や療養

する人々とその家族を総合的に理解する。

2.地域で生活しながら療養する対象のセノレフケアの能力やQ0 Lを考え、そ

のニーズに応じた看護援助、家族への支援方法がわかる。

実習目標 3.地域で生活しながら療養する対象を支えるために、必要な社会資源の活用

と、関係職種との連携、継続的な看護の実際を学ぶ。

4.地域で生活するためのその人らしく生きることの意義について考え、看護

観を深める。

5.看護学生として倫理に基づいた行動ができる。

1.実習方法

1）訪問看護ステーション実習

地域及び在宅においての看護活動を通して、地域で生活しながら療養す

る

対象とその家族について学び、そのニーズ、に応じた看護援助を行う。

2）地域保健活動の場における看護の実習

（区役所保健福祉課・福祉事業団・社会福祉協議会）実習

実習方法 地域保健活動（区役所保健福祉課・福祉事業団・社会福祉協議会）を通

して、地域における看護者の役割を見学し体験する。

＜学内実習＞

地域保健活動の場における看護での見学体験を通して、知識を深めるた

めに学びの共有を図る。

2.実習内容

具体的な実習内容、方法は実習要項参照

評価方法 出席状況・実習態度・実習記録など実習評価項目に沿って総合的に評価



科目名 看護の統合実習 担当教員 西村直子

開講年次 3年次 授業形態 臨地実習 時間数 I 90時間 単位 2単位

看護管理の実際を知り、看護チームの一員としての体験を通して、チーム医

実習目的 療の実際を理解する。一勤務帯ー夜勤実習をとおして、患者を統合的に捉え、

一人一人の患者のニーズ、に合わせた看護を実践で、きる基礎的能力を習得する。

1.看護管理の実際を知ることにより、保健医療福祉チームにおける看護の役

割と機能を理解する。

2.チーム医療・他職種との連携の中で、メンバーシップやリーダーシップ及

び、マネジメント能力を理解する。

実習目標 3.複数の患者から、優先度の根拠や安全安楽に実践する基礎的能力を理解す

る。

4.看護倫理に則って判断し、看護専門職としての責任を自覚し行動できる

5. 専門職業人になるうえで、将来の看護師としての自己の課題を明確にでき

る。

1. 実習方法

病院実習（学内実習を含む）

既習学習を統合するともに、チーム医療・他職種との連携の中で、メンパ

一シップやリーダーシップ及びマネジメント能力の実習を通して学ぶ。複

数患者の看護を優先順位と時間管理を考慮して、基本的知識を身につけ、

習得する。専門職業人になるうえで、将来の看護師としての自己の課題を

明確にできるように、カンファレンスなどを通してグループメンバーで共

有し、学びを図る。

実習方法

学内実習

学内実習では、今までの知識・技術・態度を統合し、対象の状況に応じた

看護を実践する能力を習得する。看護管理、複数患者の受け持つ看護実践、

他職種との協働などから、統合実習の振り返りを行い、お互いの学びを共

有する。学びを共有することで、卒業後、臨床現場へスムーズに適応して

いく能力を身につける。

2.実習内容

具体的な実習内容、方法は実習要項参照

評価方法 出席状況・実習態度・実習記録など実習評価項目に沿って総合的に評価




